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埼経協ニュース３７６号

平
成
二
五
年
八
月
二
六
日
�
一
五
時

よ
り
、
埼
玉
県
庁
に
お
い
て
埼
玉
県
教

育
委
員
会
教
育
長
関
根
郁
夫
氏
と
本
会

西
村
和
義
会
長
が
出
席
し
、「
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定

書
」
調
印
式
が
開
催
さ
れ
た
。（
協
定

書
は
下
記
参
照
）

式
は
、
ま
ず
連
携
協
力
の
経
緯
説
明

か
ら
始
ま
り
、
関
根
教
育
長
、
西
村
会

長
の
挨
拶
、
協
定
書
へ
の
署
名
が
行
わ

れ
、
最
後
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
閉
会

し
た
。

当
日
は
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
よ
る
取

材
も
行
わ
れ
、
読
売
新
聞
、
埼
玉
新
聞
、

テ
レ
ビ
埼
玉
で
報
道
さ
れ
た
。

な
お
、
調
印
式
に
先
だ
ち
八
月
一
日

よ
り
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言
企

業
」
並
び
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
表

彰
エ
ン
ト
リ
ー
」
の
募
集
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
別
紙
の
募
集
要
項
概
要
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
積
極
的
に
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
一
般
社

団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会
と

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
に
関
す

る
連
携
協
力
協
定
書

埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県
教

育
委
員
会
」
と
い
う
。）
と
一
般
社
団

法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会（
以
下「
県
経

営
者
協
会
」

と
い
う
。）は
、

相
互
の
協
力

及
び
連
携
に

関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
協
定
は
、
県
教
育
委
員

会
及
び
県
経
営
者
協
会
が
相
互
の
密

接
な
協
力
と
連
携
に
よ
り
、
県
立
高

校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

（
協
力
・
連
携
事
項
）

第
二
条

県
教
育
委
員
会
及
び
県
経
営

者
協
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
次
に
掲
げ
る
事
項
の
協
力
・

連
携
に
努
め
る
。

�
県
立
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
こ
と

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ

ー
ド
に
関
す
る
こ
と

（
実
施
条
件
）

第
三
条

県
教
育
委
員
会
及
び
県
経
営

者
協
会
は
、
前
条
に
掲
げ
る
事
項
の

個
別
事
業
の
実
施
に
係
る
条
件
及
び

経
費
負
担
等
に
つ
い
て
別
途
協
議
し
、

覚
書
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
協
議
事
項
）

第
四
条

県
教
育
委
員
会
及
び
県
経
営

者
協
会
の
相
互
協
力
・
連
携
に
よ
る

事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
県

教
育
委
員
会
又
は
県
経
営
者
協
会
の

求
め
に
応
じ
協
議
の
場
を
設
け
る
も

の
と
し
、
そ
の
運
営
は
そ
れ
ぞ
れ
埼

玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育

指
導
課
及
び
埼
玉
県
経
営
者
協
会
事

務
局
に
お
い
て
実
施
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
五
条

こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
事

項
及
び
こ
の
協
定
に
疑
義
が
生
じ
た

と
き
は
、
県
教
育
委
員
会
及
び
県
経

営
者
協
会
が
別
途
協
議
の
上
決
定
す

る
。

こ
の
協
定
の
締
結
を
証
す
る
た
め
、

本
協
定
書
二
通
を
作
成
し
、
県
教
育
委

員
会
及
び
県
経
営
者
協
会
は
そ
れ
ぞ
れ

の
一
通
を
所
持
す
る
。

平
成
二
五
年
八
月
二
六
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁

目
一
五
番
一
号

埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

関
根

郁
夫

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一

―
七
―
五

一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

西
村

和
義

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１３ 月号

日本経団連 埼玉

埼埼
玉玉
県県
教教
育育
委委
員員
会会
とと
本本
会会
のの

「「
キキ
ャャ
リリ
アア
教教
育育
推推
進進
にに
関関
すす
るる
」」

連連
携携
協協
定定
書書
調調
印印
式式
開開
催催

８・９
調
印
し
た
連
携
協
力
協
定
書
を
手
に

す
る
関
根
郁
夫
教
育
長（
左
）と
本
会

西
村
和
義
会
長

関
係
者
そ
ろ
っ
て
の

記
念
撮
影

協
定
書
に
署
名
す
る

西
村
和
義
会
長

協
定
書
に
署
名
す
る

関
根
郁
夫
教
育
長

― １ ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

目

次

頁

�
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
に
関
す
る
本
会
と
埼

玉
県
教
育
委
員
会
と
の
協
定
書
締
結

□
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

�
キ
ャ
リ
ア
教
育
宣
言
企
業
の
募
集

�
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
表
彰
エ
ン
ト
リ

ー
募
集

１
〜
２

�
第
三
回
・
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
第
二
回
・
第
三
回
・
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
�
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

�
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

�
第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

�
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

�
第
二
回
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
働
く
女
性
応
援
講
座

�
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

３
〜
７

�
第
四
一
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会８

〜
９

�
連
載
「
こ
の
人
」・
企
業
紹
介

Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所

杉
田
圭
三
社

長

広
告

１０
〜
１１

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

北
部
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
）、
中
部

（
八
千
代
紡
織
）、
南
部
（
伊
藤
商
会
）、

西
部
（
協
電
社
）

１２
〜
１３

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

１４

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ
そ１５

�
企
業
経
営
動
向
調
査

１６
〜
１９

�
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
、
安
全
管
理

者
選
任
時
研
修

２０

�
青
年
部
七
月
例
会
、
青
年
部
家
族
会

２１

�
就
業
規
則
の
見
直
し
・
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

２２
〜
２４

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

２５

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案

２６

�
事
業
だ
よ
り
、
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

月
間
周
知
文
、
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
事

を
！
、
広
告

２７

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

２８

埼埼玉玉県県キキャャリリアア教教育育実実践践アアワワーードド

キャリア教育支援宣言企業の募集概要
今日、若者一人一人の将来の社会的・職業的自立に向け、必要な
基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められ
ています。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含
めCSR（企業の社会的責任）活動の推進に関する社会的な要請が
益々高まってきております。
そこで、埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営者協会は、連携
を図りながら、県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に取り組
む意思のある企業を募集及び登録を行います。
さらに、この登録情報を全ての県立高校に提供することにより、
企業からの支援を希望する学校と企業とのマッチングを行います。

�募集期間
平成２５年８月１日�～平成２６年３月２８日�

�募集対象
・県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に取り組む意思のあ
る企業
・県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に、既に取り組んで
いる企業

�応募書類
○埼玉県キャリア教育支援宣言企業 応募シート（別紙１）
県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成２５年度埼
玉県キャリア教育実践アワード募集要項」から応募シートをダ
ウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/s０７/
○応募いただいた情報については、全ての県立高校に提供するこ
とにより、各高校と企業の連携及びマッチングを進めます。

�応募方法
下記応募先まで電子メール又はファクスにてご送付ください。
※送付いただく際には、必ずお電話で御一報ください。（０４８－８３０
－６７７２）

【応募先・問い合わせ先】
〒３３０－９３０１
埼玉県�いたま市浦和区高砂３－１５
－１
埼玉県教育局県立学校部高校教育指
導課 体験活動・キャリア教育推進
担当
Tel ０４８－８３０－６７７２
E-mail
a６７６０－１６＠pref.saitama.lg.jp

Fax ０４８－８３０－４９５９

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人 埼玉県経営
者協会 埼玉県キャリア教
育実践アワード担当
Tel ０４８－６４７－４１００

※詳細は上記ホームページに掲載される埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項をご覧ください。

キャリア教育
支援宣言企業の募集

埼玉県キャリア教育実践表彰の概要
今日、若者一人一人の将来の社会的・職業的自立に向け、必要な
基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められ
ています。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含
めCSR（企業の社会的責任）活動の推進に対する社会的な要請が
益々高まってきております。
そこで、埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営者協会は、連携を
図りながら、県立高校におけるキャリア教育の優れた実践事例に対
して、企業と学校を表彰する「キャリア教育実践表彰」を行います。

�募集期間
平成２５年８月１日�～平成２５年１１月２９日�

�募集対象
キャリア教育に連携して取り組んだ県立高校及び企業

�審査基準
県立高校と企業の連携によるキャリア教育の取組を、教育効果、
企画性、継続性などの基準により評価します。審査基準の詳細に
ついては、「埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」を御覧
ください。

�応募書類
○埼玉県キャリア教育実践表彰 エントリーシート（別紙２）
県教育委員会のホームページ上に掲載している「埼玉県キャリ
ア教育実践アワード募集要項」からエントリーシートをダウン
ロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/s０７/
○応募にあたっては、県立高校及び企業の合意に基づき連名で提
出してください。
なお、シートの記載については、いずれか一方で可としますが、
その場合は必ず相手方の承諾を得てください。

�応募方法
・応募書類を下記応募先まで持参又は郵送して下さい。FAXや
電子メールは不可とします。
※提出いただく際には、必ずお電話で御一報ください。（０４８－
８３０－６７７２）

�表彰式
平成２６年１月下旬を予定

【応募先・問い合わせ先】
〒３３０－９３０１
埼玉県�いたま市浦和区高砂３－１５
－１
埼玉県教育局県立学校部高校教育指
導課 体験活動・キャリア教育推進
担当
Tel ０４８－８３０－６７７２

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人 埼玉県経営
者協会 埼玉県キャリア教
育実践アワード担当
Tel ０４８－６４７－４１００

キャリア教育
実践表彰エントリー募集

― ２ ―



平
成
二
五
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
モ
バ
イ
ル
パ
ワ
ー
の
衝
撃
〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
時
代
の
事
業
モ
デ
ル
革
命
』
と
題
し
て
、

ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
代
表
取
締
役

社
長
辻
村
清
行
氏
が
講
演

平
成
二
五
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
し
ま
む
ら
、
ヤ
オ
コ
ー
、
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
、

日
高
屋
、
な
ぜ
こ
の
会
社
の
成
長
は
止
ま
ら

な
い
の
か
〜
自
己
覚
知
の
経
営
』
と
題
し
て
、

本
会
会
員
�
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所
代
表

取
締
役
杉
田
圭
三
氏
が
講
演
〜
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
過
去
最
多
の
一
六
五
人
が
参
加

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
経
営
に
貢
献
す
る
内
部
監
査
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
開
催

二
五
年
度
第
三
回
目
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

七
月
二
日
�
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
�
代
表
取
締
役
社
長
で
、
前
�
エ
ヌ
・
テ

ィ
・
テ
ィ
・
ド
コ
モ
代
表
取
締
役
副
社
長
の
辻

村
清
行
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
モ
バ

イ
ル
パ
ワ
ー
の
衝
撃
〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
時
代

の
事
業
モ
デ
ル
革
命
」
と
題
し
て
開
催
し
、
五

七
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

辻
村
氏
か

ら
は
、
様
々

な
可
能
性
を

秘
め
た
モ
バ

イ
ル
パ
ワ
ー

に
つ
い
て
解

説
し
て
い
た

だ
く
と
と
も

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
時
代
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
ヒ
ン
ト
、さ
ら
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
切

り
開
く
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
、大
変
興
味
深
い
講
演
と
な
っ
た
。

本
年
二
月
、
本
会
会
員
で
あ
る
�
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総

合
経
営
研
究
所
代
表
取
締
役
杉
田
圭
三
氏
が
、

永
続
的
発
展
を
遂
げ
る
「
卓
越
し
た
よ
い
会

社
」
づ
く
り
の
た
め
の
経
営
塾
を
通
じ
た
三
〇

〇
回
の
学
び
と
四
〇
年
を
超
え
る
職
業
会
計
人

と
し
て
の
経
験
知
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
、「
な

ぜ
、
こ
の
会
社
の
成
長
は
止
ま
ら
な
い
の
か
〜

自
己
覚
知
の
経
営
」
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

著
書
の
中
で
、
杉
田
氏
は
、「
卓
越
し
た
よ

い
会
社
」
を
つ
く
る
た
め
の
経
営
手
法
と
し
て

み
え
て
き
た
も
の
―
そ
れ
が
「
自
己
覚
知
」（
自

分
に
気
付
き
、
自
分
を
知
る
こ
と
）
で
あ
り
、

事
業
を
遂
行
す
る
者
が
、
そ
の
役
割
と
責
任
を

「
自
己
覚
知
」す
る
こ
と
が
経
営
執
行
す
る
た
め

に
不
可
欠
と
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
五
年
度
の
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
八
月
二
一
日
�
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
著
者
で
あ
る
杉

田
圭
三
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
し
ま

む
ら
、
ヤ
オ
コ
ー
、
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
、
日
高
屋
、

な
ぜ
、
こ
の
会
社
の
成
長
は
止
ま
ら
な
い
の
か

〜
自
己
覚
知
の
経
営
』
と
題
し
て
開
催
し
、「
自

己
覚
知
」
経
営
で
成
功
し
た
埼
玉
県
を
代
表
す

る
企
業
で
あ
る
、「
�
し
ま
む
ら
」、「
�
ヤ
オ

コ
ー
」、「
�
埼
玉
種
畜
牧
場
」、「
�
ハ
イ
デ
イ

日
高
」
の
４
社
の
研
究
を
通
じ
、
そ
の
「
強
さ

と
成
長
の
秘
訣
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

な
お
、
注
目
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
た
め
、
参

加
者
は
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
過
去
最
多
の
一
六
五

人
と
な
っ
た
。

企
業
活
動
の
多
角
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
、
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化

等
に
伴
い
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
組
織
（
全
社
的
）

レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
不
正
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
取
組
、
海
外
拠
点
へ
の
展
開
、
情

報
技
術
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
へ
の
対

応
な
ど
、
内
部
監
査
の
対
象
と
す
べ
き
範
囲
が

拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
企
業
経
営
面
で
も
、
直
面
す
る
多
く

の
課
題
に
的
確
に
対
処
し
会
社
の
健
全
か
つ
継

続
的
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
内

部
監
査
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
五
年
度

開
会
挨
拶
を
す
る
あ
ず
さ
監
査
法
人

北
関
東
事
務
所
所
長
筆
野
力
氏

講
演
す
る
林
拓
矢
氏

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
上
で

大
変
参
加
と
な
る
講
演
で
あ
っ
た

講
演
す
る
辻
村
清
行
氏

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
過
去
最
多
の

１
６
５
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た

内
部
監
査
の
関
心
の
高
さ
か
ら

７０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た

講
演
す
る
杉
田
圭
三
氏

― ３ ―



第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
首
都
直
下
型
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、

テ
ロ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
を
想
定
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｍ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
開
催

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
シ
ェ
ー
ル
革
命
と
は
何
か
、
そ
し
て
シ
ェ
ー

ル
革
命
が
も
た
ら
す
世
界
経
済
、
日
本
経
済

へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会（
第
四
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

『
投
資
先
と
し
て
注
目
を
集
め
る

〜
新
・
新
興
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
』

を
テ
ー
マ
に
開
催

第
二
回
目
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
七
月
一
六
日
�

一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
�
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
林

拓
矢
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
経
営
に
貢
献
す
る
内
部
監

査
と
は
？
」
と
「
不
正
の
最
新
事
例
と
対
応
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
七
二
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

昨
年
四
月
の
首
都
直
下
型
地
震
等
に
よ
る
東

京
都
の
被
害
想
定
見
直
し
、
本
年
一
月
の
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
プ
ラ
ン
ト
襲
撃
に
よ
る
日
本
人
社
員

七
名
の
死
亡
、
三
月
の
内
閣
府
に
よ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
経
済
被
害
想
定
の
公
表
、
四

月
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
中
国
で
の
人
へ
の

感
染
拡
大
な
ど
、
企
業
の
事
業
継
続
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
象
の
発
生
が
現
実
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
多
く
の
企
業
で
構
築
・
策
定

済
の
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ィ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
ビ
ジ
ネ

ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ィ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
）
を
見

直
し
・
改
定
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
五
年
度

第
三
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
七
月
二
三
日
�

十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
研
究
所
産
業
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
白
橋
賢
太
郎

氏
と
�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
埼
玉
支
店

支
店
長
の
近
藤

栄
治
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、『
首
都
直
下
型
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
、
テ
ロ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
の
想
定
と

Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｍ
へ
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
八
四
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
も
追
い
風
と
な
っ

て
、
二
〇
〇
五
年
ご
ろ
か
ら
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・

オ
イ
ル
の
産
出
量
が
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
動
向
は
、
今
後
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
や
経
済
、
安
全
保
障
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、「
シ
ェ
ー
ル
革
命
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

既
に
米
国
で
は
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
に
一
七
〇
万
人
の
雇
用
と
六
兆
円
の

雇
用
を
生
ん
だ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
下
か
ら
米
国
製
造
業
の
競
争

力
向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
原
油
貿
易
の

赤
字
が
縮
小
し
米
ド
ル
の
先
高
観
測
も
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
米
政
府
は
近
く
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
の
日
本
へ
の
輸
出
を
解
禁
す
る
見
通
し

で
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ

に
つ
な
が
り
、
電
気
料
金
な
ど
を
通
じ
て
国
内

の
産
業
全
体
に
メ
リ
ッ
ト
が
及
ぶ
も
の
と
み
ら

れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
五
年
度

第
四
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
七
月
二
九
日
�

一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
和
光
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授
岩
間
剛

一
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
シ
ェ
ー
ル

革
命
と
は
何
か
、
そ
し
て
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
も

た
ら
す
世
界
経
済
、
日
本
経
済
へ
の
影
響
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
六
三
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

平
成
二
五
年
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

は
、
七
月
十
一
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
さ

い
た
ま
商
工
会
議
所
会
館
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
埼
玉
県
と
共
催
（
第
四
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ

ォ
ー
ラ
ム
）
で
「
投
資
先
と
し
て
注
目
を
集
め

る
〜
新
・
新
興
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
カ
ン

ボ
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
一
八
〇
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
上
田
清
司
埼

玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
、

ハ
オ
・
モ
ニ
ラ
ッ
ト
駐
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
特

命
全
権
大
使
の
基
調
講
演
、
そ
の
後
「
日
本
企

業
の
新
・
新
興
国
戦
略
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
を
テ

ー
マ
に
（
公
財
）
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主

任
研
究
員
牛
山
隆
一
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

講
演
風
景

活
発
な
質
問
も
出
さ
れ
た

８０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た

講
演
す
る
白
橋
賢
太
郎
氏

講
演
す
る
近
藤
栄
治
氏

講
演
す
る
岩
間
剛
一
氏

― ４ ―



第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

『
企
業
へ
の
警
鐘

〜
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
』
開
催

第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
消
費
へ
対
応
し
た
市
場

戦
略
と
は
〜
大
規
模
調
査
か
ら
日
本
の
生
活

者
市
場
を
読
み
解
く
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

移
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
（
公
財
）
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
牛
山
隆
一
氏
、
パ
ネ
リ

ス
ト
、
ミ
ネ
ベ
ア
�
経
営
企
画
部
次
長
西
川
実

氏
、
味
の
素
�
食
品
事
業
本
部
海
外
食
品
部
部

長
西
村
伊
千
郎
氏
、（
独
）
日
本
貿
易
振
興
機

構
海
外
調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課
課
長
代
理
小

野
澤
麻
衣
氏
の
四
名
に
よ
り
活
発
な
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、

（
公
財
）
二
一
世
紀
職
業
財
団
と
共
催
で
、
七

月
十
八
日
�
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、（
公
財
）
二
一
世
紀

職
業
財
団
エ
リ
ア
講
師
で
、
日
本
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
シ
ニ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
日
本
臨

床
心
理
協
会
臨
床
心
理
士
で
あ
る
真
下
り
か
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
企
業
へ
の
警
鐘

〜
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
」
を
開
催
し
、
一
〇
一

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

研
修
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
以
下
の
通
り
。

�
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
を
考
え
る

�
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

�
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
基
礎
知

識
�
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
判
断
基

準
�
職
場
の
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

	
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義



パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
増
加
の
背
景

�
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
タ
イ
プ

�
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
指
導
の
違
い


ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
の
影
響

�
法
的
に
見
た
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

�
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
の
難
し
さ
〜
被
害
者

の
心
理

�
職
場
内
解
決
の
重
要
性

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震
災
と
続

い
た
環
境
変
化
は
、
日
本
人
の
価
値
観
や
消
費

行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

三
菱
総
合
研
究
所
で
は
、
大
量
生
産
・
大
量

消
費
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
の
消
費
を
「
オ

ー
ル
ド
・
ノ
ー
マ
ル
」、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

東
日
本
大
震
災
以
降
の
時
代
の
消
費
を
「
ニ
ュ

ー
・
ノ
ー
マ
ル
」
と
称
し
、
新
し
い
時
代
の
消

費
を
読
み
解
き
、
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
消
費
に

対
応
し
た
市
場
戦
略
に
つ
い
て
各
界
で
議
論
が

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
一
年

講
演
す
る
阿
部
淳
一
セ
ン
タ
ー
長

主
催
者
挨
拶
を
す
る

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

講
演
す
る
真
下
り
か
氏

講
演
す
る
片
岡
敏
彦
主
任
研
究
員

基
調
講
演
を
す
る
ハ
オ
・
モ
ニ
ラ
ッ
ト

駐
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
特
命
全
権
大
使

講
演
す
る

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
牛
山
隆
一
氏

パ
ネ
リ
ス
ト
の
３
氏

関
心
が
高
く
１
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た

活
発
な
質
問
も
出
さ
れ
た

大
変
興
味
深
い
調
査
結
果
の
説
明
が

行
わ
れ
た

― ５ ―



第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

「
第
三
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

八
月
よ
り
「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム
」
の

提
供
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
三
万
人
の
生
活
者

に
、
価
値
観
の
変
化
、
生
活
行
動
、
消
費
行
動

な
ど
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
問
に
も
及
ぶ
設
問
数

の
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
回
答
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
た
も
の
で
す
。

第
二
回
の
企
業
戦
略
研
究
会
で
は
、こ
の「
生

活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、『
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
消
費
へ
対

応
し
た
市
場
戦
略
と
は
〜
大
規
模
調
査
か
ら
日

本
の
生
活
者
市
場
を
読
み
解
く
』
と
題
し
て
、

八
月
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
三
菱
総
合
研
究

所
事
業
予
測
情
報
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の

阿
部
淳
一
氏
と
同
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の
片

岡
敏
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
開
催
、
三

六
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

平
成
二
五
年
度
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、

平
成
二
五
年
八
月
二
七
日
�
、
九
時
三
〇
分
よ

り
一
六
時
三
〇
分
ま
で
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
三
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
埼
玉
県

県
民
生
活
部
と
共
同
で
開
催
、
八
〇
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
埼
玉
県
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
課
長
下
田
正
幸
氏
の
挨
拶

に
は
じ
ま
り
、
続
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
移
り
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に

資
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
十

五
団
体
が
登
場
、
各
々
の
取
組
み
等
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
行
い
、
そ
の
後
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企

業
の
担
当
者
が
名
刺
交
換
等
を
行
い
、
連
携
・

協
働
に
向
け
交
流
を
深
め
た
。

当
日
、
登
場
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
並
び
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

�
「
子
供
の
犯
罪
被
害
を
防
ぐ
」
�
さ
い
た
ま

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

�
「
障
が
い
者
の
就
職
支
援
」
�
生
涯
学
習
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
協
会

�
「
従
業
員
や
お
客
様
同
士
を
ス
ポ
ー
ツ
で
つ

な
ぐ
」
�
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き

ゅ
ぽ
ら
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

�
「
も
っ
と
活
躍
！
パ
ワ
フ
ル
ウ
ー
マ
ン
育
成

塾
」
�
メ
ン
タ
ー
Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ

�
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
の
プ
ロ
集

団
で
す
」
�Green

Leaf

わ
か
ば

�
「
ま
だ
ま
だ
元
気
な
高
齢
者
…
何
を
求
め
て

い
る
の
か
」
�
志
民
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
�
「
地
域
に
根
ざ
し
た
子
ど
も
の
	
景
観
ま
ち

づ
く
り


教
育
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
づ
く
り
と
実
践
」
�
越
谷
住
ま
い
・
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

�
「
埼
玉
県
ブ
ラ
ン
ド
繭
	
い
ろ
ど
り


地
産

地
消
の
す
す
め
と
き
も
の
文
化
再
発
見
」
�

川
越
き
も
の
散
歩

�
「
こ
ど
も
に
ア
ー
ト
を
運
び
ま
す
！
」
�
子

ど
も
劇
場
お
や
こ
劇
場
埼
玉
セ
ン
タ
ー


「
日
本
で
学
ぶ
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
達
に

学
び
の
機
会
を
」
�
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー

�
「
聴
導
犬
の
育
成
と
普
及
活
動
の
推
進
」
�

聴
導
犬
普
及
協
会

�
「
循
環
型
生
態
系
	
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ


の

再
生
」
�
森
臨
隊

�
「
森
の
保
育
園
事
業
」
�
木
の
家
だ
い
す
き

の
会

�
「
ス
マ
ホ
で
生
活
事
故
フ
ォ
ロ
ー
」
�
楽
市

楽
座

�
「
飼
い
鳥
の
レ
ス
キ
ュ
ー
」
�
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ａ

開
会
挨
拶
を
す
る
下
田
正
幸

共
助
社
会
づ
く
り
課
課
長

楽
市
楽
座

G
reen

Leaf

わ
か
ば

子
ど
も
劇
場
お
や
こ
劇
場

埼
玉
セ
ン
タ
ー

さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

志
民
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

聴
導
犬
普
及
協
会

活
発
な
質
問
も
出
さ
れ
た

越
谷
住
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

き
っ
ぽ
ら
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

森
臨
隊

メ
ン
タ
ー
Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ

川
越
き
も
の
散
歩

木
の
家
だ
い
す
き
の
会

交
流
を
深
め
る
参
加
者

― ６ ―



第
二
回
埼
玉
大
学
・
本
会
合
同
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

『
研
究
開
発
の
最
前
線
を
知
る
』

「
第
一
回
働
く
女
性
応
援
講
座
」が

本
会
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
と

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
開
催

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

県県
、、
本本
会会
、、
連連
合合
埼埼
玉玉
共共
催催

「「
埼埼
玉玉
県県
労労
働働
セセ
ミミ
ナナ
ーー
」」
をを
開開
催催

本
会
で
は
、
企
業
経
営
者
等
に
研
究
開
発
の

最
前
線
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
埼

玉
大
学
と
連
携
し
、
昨
年
度
よ
り
埼
玉
大
学
・

本
会
合
同
の
『
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
新

設
。
第
二
回
目
と
な
る
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
七
月
八
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
二
二
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
以
下
の
三
つ
の
研
究
開
発
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
た
。

□
研
究
発
表
―
一
『
振
動
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

そ
の
防
止
対
策
』

発
表
者

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

研
究
科
長
・
教
授

佐
藤
勇
一
氏

□
研
究
発
表
―
二
『
磁
気
浮
上
の
新
し
い
試

み
』

発
表
者

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

教
授

水
野
毅
氏

□
研
究
発
表
―
三『
人
に
優
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
技
術
』

発
表
者

埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

教
授

綿
貫
啓
一
氏

本
会
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
と
埼
玉

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
、「
第

一
回
働
く
女
性
応
援
講
座
〜
と
も
に
学
び
、
素

敵
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
が
七
月
三
一
日
�
埼

玉
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
一
〇
時
か
ら
開

催
さ
れ
、
四
〇
名
が
参
加
し
た
。

本
講
座
は
、
一
〇
時
か
ら
十
六
時
ま
で
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
染
谷
裕
子
氏
か
ら
「
仕
事

と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
す

る
コ
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
十
七
時
ま
で
、
埼
玉
県
が
新
設
し
た
企
業
間

メ
ン
タ
ー
五
名
も
参
加
し
交
流
会
に
移
り
、「
仕

事
と
家
庭
の
両
立
」
に
つ
い
て
、
日
常
感
じ
て

い
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

講
義
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

・「
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
」
こ
と
に
つ
い

て
、
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
や
意
義
が

あ
る
の
か
を
確
認
し
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交

換
・
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
際
の
問
題
や
不
安

を
共
有
し
、
解
決
策
を
考
え
る
。

・「
自
分
に
と
っ
て
の
仕
事
と
家
庭
を
両
立
」

に
つ
い
て
、
一
人
で
が
ん
ば
る
の
で
は
な
く
、

周
り
と
の
協
力
を
相
互
に
行
い
な
が
ら
な
が

ら
自
分
の
理
想
と
す
る
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
。

埼
玉
県
、
本
会
、
連
合
埼
玉
が
協
働
し
て
、

複
雑
多
様
化
す
る
労
働
問
題
に
関
す
る
知
識
の

普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
労
使
関
係

の
確
立
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
職
場
に
お
け

る
問
題
を
自
主
的
に
解
決
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ

ナ
ー
」
を
今
年
度
か
ら
三
者
共
催
で
開
催
し
て

い
る
。

そ
の
中
で
、主
に
事
業
者
、労
務
管
理
者
を
対

象
と
し
て
、
実
務
に
必
要
な
労
働
法
や
社
会
保

障
制
度
の
知
識
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法

な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
「
事
業
者
向
け
集

中
講
座
」
の
第
一
講
を
七
月
に
三
回
開
催
し
た
。

□
第
一
回

七
月
五
日
�
開
催

テ
ー
マ
�
「
事
業
者
・
人
事
労
務
担
当
者
の

た
め
の
実
務
に
生
か
す
労
働
法
の

基
礎
知
識
」

講

師
�
桑
原
和
弘
氏
（
�
フ
リ
ス
コ
代
表

取
締
役
、
特
定
社
会
保
険
労
務

士
）

参
加
者
�
六
八
名

□
第
二
回

七
月
一
二
日
�
開
催

テ
ー
マ
�
「
就
業
規
則
の
整
備
・
見
直
し
徹

底
研
究
〜
労
働
ト
ラ
ブ
ル
防
止
法

令
改
正
へ
の
対
応
〜
」

講

師
�
桑
原
和
弘
氏
（
�
フ
リ
ス
コ
代
表

取
締
役
、
特
定
社
会
保
険
労
務

士
）

参
加
者
�
六
一
名

□
第
三
回

七
月
一
九
日
�
開
催

テ
ー
マ
�
「
高
年
齢
者
雇
用
は
こ
う
変
わ
っ

た
！
〜
こ
れ
か
ら
の
年
金
と
改
正

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
〜
」

講

師
�
田
島
ひ
と
み
氏
（
田
島
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
代
表
、
社
会
保
険

労
務
士
）

参
加
者
�
五
七
名

な
お
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
は
い
ず
れ
も
新

都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
四
階
会
議
室
で
午

後
の
時
間
帯
に
開
催
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
向
け
講
座
の
第
四
回
と
な
る

講
座
は
、「
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
考
え
る
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
弁
護
士
の
今
井
靖
博
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
九
月
六
日
�
午
後
に
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
の
「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
事
業
者
向
け
講
座
を
六
回
、
勤
労
者

向
け
講
座
は
四
一
回
、
そ
し
て
、
十
二
月
に
予

定
し
て
い
る
事
業
者
・
勤
労
者
共
通
課
題
講
座

一
回
を
含
め
、
全
四
八
講
座
の
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

講
義
風
景

佐
藤
勇
一
教
授

水
野
毅
教
授

綿
貫
啓
一
教
授

第
１
回
・
第
２
回
講
師

桑
原
和
弘

㈱
フ
リ
ス
コ
代
表
取
締
役

第
３
回
講
師

田
島
ひ
と
み

田
島
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
代
表

― ７ ―



第
四
十
一
回
目
と
な
る
本
会
主
催
の

埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
（
埼
玉
県
剣

道
連
盟
・
埼
玉
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
埼
玉

後
援
、
埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部
主

管
）
が
七
月
七
日
�
、
北
本
市
の
解
脱

錬
心
舘
で
開
催
さ
れ
、
二
十
社
か
ら
監

督
も
含
め
一
二
〇
名
以
上
が
参
加
、
役

員
、
審
判
、
係
員
、
応
援
の
方
も
含
め

約
二
〇
〇
名
が
一
同
に
会
し
、
盛
況
な

大
会
と
な
っ
た
。

毎
年
、
七
月
第
一
週
の
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
る
こ
の
大
会
だ
が
、
今
年
は

梅
雨
明
け
直
後
の
七
日
に
開
催
さ
れ
、

真
夏
日
と
な
っ
た
暑
さ
の
中
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
昨
年
度

の
優
勝
旗
・
優
勝
杯
返
還
に
続
き
、
大

会
委
員
長
の
本
会
根
岸
茂
文
専
務
理
事

が
主
催
者
挨
拶
、
そ
の
後
、
大
会
副
会

長
の
野
澤
治
雄
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会
長

に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
審
判
長
の
山
中

茂
樹
埼
玉
県
剣
道
連
盟
副
会
長
か
ら
試

合
上
の
諸
注
意
を
い
た
だ
い
た
。
引
き

続
き
、
昨
年
度
個
人
戦
四
段
以
上
の
部

優
勝
の
伊
田
テ
ク
ノ
ス
・
内
田
祐
司
選

手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
後
、
個
人
戦
の

部
か
ら
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

個
人
戦
は
、
女
子
の
部
が
十
試
合
、

三
段
以
下
の
部
は
二
十
五
試
合
、
四
段

以
上
の
部
は
六
十
試
合
が
行
わ
れ
、
女

子
の
部
決
勝
は
昨
年
に
引
き
続
き
大
塚

家
具
の
同
僚
対
決
と
な
り
、
初
出
場
の

河
野
夏
紀
（
大
塚
家
具
）
が
土
井
夢
香

（
大
塚
家
具
）
を
延
長
戦
の
末
破
り
、

初
優
勝
を
飾
っ
た
。
三
段
以
下

の
部
で
も
同
僚
対
決
と
な
り
、

中
石
吉
郎
（
日
本
通
運
）
が
、

小
副
川
聡
（
日
本
通
運
）
を
一

本
勝
ち
で
下
し
、
二
年
ぶ
り
三

度
目
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
た
。

ま
た
、
六
十
一
名
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
、
激
戦
と
な
っ
た
四
段
以

上
の
部
で
は
、
決
勝
で
奥
島
和

泉
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
が
柴
田

優
貴
（
日
本
通
運
）
を
メ
ン
と

場
外
二
回
の
反
則
で
下
し
初
優

勝
。
四
段
以
上
の
部
は
、
七
年

連
続
で
伊
田
テ
ク
ノ
ス
の
選
手

が
優
勝
を
飾
っ
た
。

午
後
か
ら
の
団
体
戦
に
は
十

三
の
企
業
か
ら
三
名
一
組
（
先
鋒
・
中

堅
・
大
将
）
で
二
十
三
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
、
試
合
ご
と
に
拍
手
と
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
、
個
人
戦
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ベ
ス
ト
四
に
勝
ち
進
ん
だ
の
は
昨
年

に
引
き
続
き
伊
田
テ
ク
ノ
ス
の
二
チ
ー

ム
と
日
本
通
運
の
二
チ
ー
ム
。
準
決
勝

の
第
一
試
合
で
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ

ー
ム
と
日
本
通
運
Ａ
チ
ー
ム
が
対
戦
、

本
数
勝
ち
と
い
う
僅
差
で
伊
田
テ
ク
ノ

ス
Ｂ
が
決
勝
に
進
み
、
第
二
試
合
で
は

日
本
通
運
Ｂ
チ
ー
ム
が
伊
田
テ
ク
ノ
ス

Ａ
チ
ー
ム
を
下
し
、
決
勝
に
進
ん
だ
。

決
勝
で
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム

（
吉
村
、
石
山
、
内
田
）
が
日
本
通
運

Ｂ
チ
ー
ム
（
本
橋
、
柴
田
、
紺
野
）
を

二
対
〇
で
下
し
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
団

体
戦
大
会
八
連
覇
、
通
算
十
七
度
目
の

栄
冠
に
輝
い
た
。
決
勝
戦
で
は
道
場
内

が
緊
迫
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
惜
し

く
も
試
合
に
敗
れ
た
同
僚
の
選
手
や
監

督
が
左
右
に
別
れ
、
応
援
に
駆
け
付
け

た
方
と
と
も
に
選
手
た
ち
の
白
熱
し
た

真
剣
勝
負
に
対
し
声
援
と
拍
手
を
送
り

場
内
に
響
い
た
。

準
決
勝
で
は
一
対
一
で
本
数
勝
ち
と

い
う
僅
差
で
勝
ち
進
ん
だ
伊
田
テ
ク
ノ

ス
Ｂ
は
、
決
勝
で
は
先
鋒
吉
村
が
一
本

勝
ち
で
流
れ
を
つ
く
り
、
中
堅
石
山
は

引
き
分
け
、
そ
し
て
、
大
将
内
田
が
コ

テ
、
メ
ン
と
鮮
や
か
な
二
本
を
決
め
、

優
勝
を
手
に
し
た
。

こ
の
大
会
に
出
場
し
て
い
る
選
手
や

団
体
が
全
国
大
会
で
も
活
躍
し
、
年
を

追
う
ご
と
に
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い
る

本
大
会
は
、
本
会
会
員
企
業
の
体
育

文
化
活
動
を
支
援
す
る
行
事
と
し
て

昭
和
四
十
五
年
に
「
埼
玉
県
経
営
者

協
会
剣
道
大
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、

今
年
で
四
十
一
回
と
い
う
歴
史
あ
る

大
会
。
第
二
十
九
回
か
ら
は
公
益
財

団
法
人
埼
玉
県
剣
道
連
盟
の
承
認
を

得
て
「
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
」

に
改
称
、
会
員
企
業
を
中
心
に
、
毎

年
多
数
が
参
加
す
る
大
会
へ
と
定
着

し
た
。
大
会
の
レ
ベ
ル
は
向
上
し
つ

つ
も
、
女
性
も
含
め
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
大
会
と
し
て
引
き
続
き

門
戸
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
う
え
で
も
、

ぜ
ひ
、
多
く
の
社
会
人
剣
士
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
個
人
戦
の

み
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
テ
レ
ビ
埼
玉
や
埼
玉
新

聞
社
の
報
道
記
者
の
方
も
取
材
に
訪

れ
、
大
会
の
模
様
は
テ
レ
玉
の
ニ
ュ
ー

ス
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
や
埼
玉
新
聞

の
ス
ポ
ー
ツ
版
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

監督含む

伊
田
テ
ク
ノ
ス
団
体
戦
八
連
覇

第第
四四
十十
一一
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
催催

第４１回埼玉県実業団剣道大会参加状況
（社名５０音順、エントリー状況）

合計
参加人数

１３

６

１０

６

１

５

２

４

２

１３

３

１

２２

４

３

１３

１

１

７

８

１２５

団 体 戦

団体のみ

５

７

１

２

２

６

２

２

２７

チーム数

３

２

２

１

１

１

２

１

３

１

２

２

２

２３

個 人 戦

計

８

６

３

５

１

３

２

２

２

７

３

１

２２

４

３

１１

１

１

７

６

９８

女子

２

１

１

６

１

１１

四段以上

８

４

１

２

２

１

２

１

４

２

１

１３

２

３

８

１

１

１

４

６１

三段以下

２

３

１

１

１

２

１

３

２

２

６

２

２６

会 社 名

伊 田 テ ク ノ ス �

� NTT デ ー タ

� 大 塚 家 具

� 関 越 物 産

関 東 化 学 �

グ ロ ー リ ー �

解 脱 錬 心 館

� シ モ ン

新日本アーンストヤング税理士法人

大正製薬�大宮工場

� 多 賀 製 作 所

�中川機器製作所

日 本 通 運 �

日 本 電 波 工 業 �

パイオニア�川越事業所

東日本旅客�道�

� 法 学 館

� 堀 河 製 作 所

�本田技術研究所

UDトラックス�

合計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

野
澤
治
雄
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会
長

挨
拶

開
会
前
の
国
歌
斉
唱

― ８ ―



第４１回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

個人戦
〈女子の部〉
決 勝 河野 延 メ ― 土井
優 勝 河野 夏紀（大塚家具）
準優勝 土井 夢香（大塚家具）
〈三段以下の部〉
準決勝 中石 コ ― 曽篠
準決勝 小副川 ドメ ― 山鳥
決 勝 中石 メ ― 小副川
優 勝 中石 吉郎（日本通運）
準優勝 小副川 聡（日本通運）
三 位 曽篠 泰教（本田技術研究所）
三 位 山鳥 祐（大正製薬）
〈四段以上の部〉
準決勝 奥島 延 コ ― 本間
準決勝 柴田 ドツ ― 小林
決 勝 奥島 メ反 ― ▲▲ 柴田
優 勝 奥島 和泉（伊田テクノス）
準優勝 柴田 優貴（日本通運）
三 位 本間 敏光（日本通運）
三 位 小林 竜也（解脱錬心館）
団体戦
準決勝
伊田テクノスＢ １―１ 日本通運Ａ

（本数勝ち）
準決勝
日本通運Ｂ １―０ 伊田テクノスＡ
決 勝
伊田テクノスＢ ２―０ 日本通運Ｂ
先鋒 吉村 メ ― 本橋
中堅 石山 引き分け 柴田
大将 内田 コメ ― 紺野
優 勝 伊田テクノスＢ（石山、内田、吉村）
準優勝 日本通運Ｂ（本橋、柴田、紺野）
三 位 伊田テクノスＡ（栄花元、奥島、栄花友）
三 位 日本通運Ａ（松田、小副川、梯）

第４１回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

賛 助 企 業

伊田テクノス�
東和アークス�
日本通運�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
栄光武道具�
武州ガス�
丸和工業�
UDトラックス�

三国コカ・コーラボトリング�
（公財）埼玉県剣道連盟
�テレビ埼玉
�埼玉新聞社

団
体
戦
優
勝
、
三
位
の

伊
田
テ
ク
ノ
ス
チ
ー
ム

三
段
以
下
の
部

優
勝

中
石
吉
郎
（
日
本
通
運
）

女
子
の
部

優
勝

河
野
夏
紀
（
右
）、

準
優
勝

土
井
夢
香
（
左
）、

い
ず
れ
も
大
塚
家
具

四
段
以
上
の
部

優
勝

奥
島
和
泉
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

団
体
戦
優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム

― ９ ―
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こ
の
人
の
語
り
口
調
は
大
変
穏
や
か
で
紳
士
的
。

し
か
し
、
そ
の
考
え
は
強
い
信
念
を
抱
き
、
発
信
し

て
い
る
と
感
じ
た
。

終
戦
の
年
、
昭
和
二
〇
年
に
事
業
家
の
多
い
町
、

小
川
町
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
商
業
系
の

道
に
進
み
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
高
校
の
時
に
は
す

で
に
税
理
士
へ
の
道
を
目
指
し
、
大
学
卒
業
後
、
会

計
事
務
所
に
勤
務
し
な
が
ら
独
学
で
税
理
士
資
格
を

取
得
し
た
。

杉
田
社
長
は
と
に
か
く
努
力
家
で
か
つ
勉
強
家
。

自
ら
の
経
営
者
と
し
て
の
進
む
べ
き
方
向
性
や
考
え

方
を
常
に
研
究
し
、
そ
の
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま
な

い
。
興
味
を
抱
い
た
こ
と
は
徹
底
的
に
探
求
し
、
自

分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
ま
で
勉
強
し
伝
え
て
い
る
。

ま
さ
に
社
長
の
信
条
で
も
あ
る
「
心
に
抱
い
た
思
い

は
行
い
に
な
り
、
結
果
を
生
む
」
に
繋
が
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｗ
Ｍ
は
、「
顧
客
（Client

）
の
永
続
的
発
展
」

を
従
業
員
（W

orker

）と
経
営

者
（M

anager

）
の
共
通
の
願

い
（
価
値
目
標
）
と
し
、
そ
の

実
現
に
よ
る
喜
び
が
三
位
一
体

と
な
る
経
営
実
践
の
継
続
を
理

念
と
す
る
た
め
、
そ
の
頭
文
字

を
と
っ
て
名
づ
け
た
。
Ｃ
Ｗ
Ｍ

グ
ル
ー
プ
の
理
念
や
考
え
方
、

心
の
在
り
方
、
仕
事
の
仕
方
ま

で
ま
と
め
た「
Ｃ
Ｗ
Ｍ
の
智
慧
」

と
い
う
フ
ァ
イ
ル
は
全
約
百
頁

に
も
お
よ
び
、
Ｃ
Ｗ
Ｍ
の
バ
イ

ブ
ル
と
し
て
常
に
従
業
員
間
で

共
通
認
識
と
刷
新
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
バ
イ
ブ
ル
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
杉

田
社
長
が
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
気
づ
い
た

こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
先
哲
の
教
え
な
ど
を

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
二
十
年
以
上
、
月
例
会
議
の
中

で
一
時
間
に
わ
た
り
従
業
員
に
対
し
講
話
し
て
き
た

内
容
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
編
集
し
、
冊
子
と
し

て
ま
と
め
て
い
る
。

社
長
は
「
継
続
は
力
な
り
」
を
実
践
し
て
い
る
人
。

そ
の
例
と
し
て
顕
著
な
の
が
二
五
年
に
亘
り
三
〇
〇

回
毎
月
開
催
し
て
い
る
「
Ｃ
Ｅ
Ｃ
経
営
塾
」。

責
任
あ
る
立
場
の
経
営
者
同
志
が
自
ら
の
『
心
を

高
め
る
』
た
め
、
お
互
い
に
自
分
の
心
を
開
き
あ
い
、

ま
さ
に
裸
に
な
っ
て
付
き
合
え
る
相
互
啓
発
の『
場
』

を
定
期
的
に
継
続
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

約
二
〇
名
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
異
業
種
交
流
を
図
っ

て
い
る
。
日
程
、
会
場
、
テ
ー
マ
、
講
師
な
ど
塾
の

運
営
は
杉
田
社
長
が
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
京
セ
ラ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
創
業
者
で
あ
る
稲

盛
和
夫
氏
の「
人
生
哲
学
」、「
経
営
哲
学
」を
学
ぶ
勉

強
会「
盛
和
塾
埼
玉
」も
平
成
八
年
に
杉
田
社
長
が
代

表
世
話
人
に
就
任
し
、意
欲
あ
る
経
営
者
の「
心
を
高

め
、経
営
を
伸
ば
す
」活
動
の
場
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
継
続
的
に
積
み
上
げ
て
い
く

タ
イ
プ
の
杉
田
社
長
が
好
き
な
言
葉
は
、「
坦
雪
埋

井
」
と
い
う
禅
の
教
え
。
雪
を
担
い
で
掘
り
井
戸
を

埋
め
よ
う
と
す
る
こ
と
。「
雪
は
水
に
溶
け
て
し
ま
う

か
ら
な
か
な
か
埋
ま
ら
な
い
が
、
埋
め
続
け
る
と
井

戸
の
水
の
温
度
が
下
が
り
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
な

り
、
つ
い
に
は
井
戸
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

い
う
意
味
。
そ
し
て
、
経
営
哲
学
と
し
て
本
に
も
著

し
て
い
る
の
は
「
自
己
覚
知
」
の
経
営
。
社
長
は
「
自

分
に
気
付
き
、
自
分
を
知
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
覚

す
る
こ
と
が
『
卓
越
し
た
よ
い
会
社
』
を
つ
く
る
た

め
の
経
営
手
法
と
し
て
見
え
て
き
た
」。
ま
た「
企
業

は
ト
ッ
プ
が
変
わ
ら
な
い
と
変
革
は
な
い
。
他
の
経

営
者
か
ら
も
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
様
々

な
関
わ
り
の
中
で
感
じ
取
り
、
新
し
く
気
付
い
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
力
説
す
る
。
さ
ら
に
、「
企
業

経
営
者
に
絶
対
的
に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
り
た

い
。
そ
し
て
泥
臭
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、

中
小
企
業
の
目
線
に
立
っ
た
経
営
支
援
を
し
て
い
き

た
い
」
と
想
い
を
語
っ
た
。

趣
味
は
、
古
代
遺
跡
の
探
訪
、
音
楽
鑑
賞
、
ゴ
ル

フ
な
ど
。
十
月
で
六
八
歳
を
迎
え
る
社
長
は
、
エ
ー

ジ
シ
ュ
ー
ト
が
夢
。
ゴ
ル
フ
で
も
理
論
と
実
践
を
探

求
し
、
自
分
に
合
っ
た
理
論
を
メ
モ
に
ま
と
め
、
実

践
で
活
用
し
な
が
ら
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
へ
の
道
を
進

ん
で
い
る
。

〔
ご
略
歴
〕

昭
和
二
〇
年

埼
玉
県
に
生
ま
れ
る

（
日
本
大
学
卒
業
後
、
民
間
企
業
さ
ら
に
約
十
年
間

の
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所
勤
務
を
経
て
）

昭
和
五
四
年

三
恵
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（
現
・
株
式
会
社

Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所
）
設
立

代
表
取
締
役
に
就
任
、
現
在
に
至
る

昭
和
五
六
年

杉
田
圭
三
会
計
事
務
所
（
現
・
税
理

士
法
人
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
研
）
開
設

所
長

（
現
・
代
表
社
員
）に
就
任
、
現
在
に

至
る

Ｔ
Ｋ
Ｃ
入
会

昭
和
六
一
年

Ｔ
Ｋ
Ｃ
関
信
会
研
修
所

所
長
に
就
任

昭
和
六
三
年

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
中
央
研
修
所

企
画
委
員
会
企
画
委
員
長
に
就
任

平
成

八
年

盛
和
塾
埼
玉

代
表
世
話
人
に
就
任
。

平
成
一
六
年

Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｇ
専
務
理
事
に
就
任
。

現

在

株
式
会
社
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所

他

Ｃ
Ｗ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ

ァ
ー
ム
各
社
の
代
表
を
務
め
る

〔
資
格
・
認
定
〕

・
税
理
士
・
行
政
書
士

・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・
事
業
承
継
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・
医
療
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
Ｅ
Ｒ

・
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

・
Ｔ
Ｋ
Ｃ
真
正
Ａ
級
会
員
認
定
事
務
所

・
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
認
定
申
告
是
認
推
進
事
務
所

〔
著
書
・
論
文
〕

・「
医
療
法
人
成
に
よ
る
有
利
性
の
実
証
」

（
一
九
八
一
・
四
）

・「
一
〇
〇
％
電
算
化
へ
の
道
」

（
こ
う
す
れ
ば
一
〇
〇
％
電
算
化
で
き
る
）

（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
関
信
会
一
九
八
二
・
四
）

・「
成
功
す
る
関
与
先
指
導
の
す
す
め
方
」

（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
広
報
部
一
九
八
五
・
一
）

・「
医
師
・
歯
科
医
師
の
た
め
の
『
年
代
別
』相
続
対

策
」
共
著
（
税
務
研
究
会
一
九
八
六
・
一
一
）

・「
相
続
倒
産
を
防
ぐ
『
資
産
家
別
』
相
続
対
策
」

共
著
（
税
務
研
究
会
一
九
八
七
・
八
）

・「
新
・
医
療
経
営
百
科
小
事
典
」

（
医
療
タ
イ
ム
ス
社
一
九
九
一
・
一
）

・「
経
営
資
源
と
し
て
の
『《
意
識
を
変
革
・
統
合
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
》』
に
関
す
る
研

究
」（
日
本
大
学
大
学
院
二
〇
〇
〇
・
一
）

・「
個
人
の
意
識
が
会
社
を
変
え
る
」

（
日
本
法
令
二
〇
〇
一
・
七
）

・「
な
ぜ
、こ
の
会
社
の
成
長
は
止
ま
ら
な
い
の
か
〜

自
己
覚
知
の
経
営
」（
か
ん
き
出
版
二
〇
一
三
・
二
）

�
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長

兼

Ｃ

Ｅ

Ｏ

杉
田
圭
三
氏

�
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

杉
田
圭
三
氏

―１０―
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思
い

顧
客
の
永
続
的
発
展
の
実
現
の

た
め
の
支
援

私
達
、
Ｃ
Ｗ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
は
、
１
９
８

１
年
（
昭
和
５６
年
）
に
創
業
し
、

今
期
第
３３
期
を
迎
え
ま
し
た
。

創
業
時
は
、
税
務
・
会
計
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
中
小

企
業
経
営
者
の
皆
様
が
抱
え
る

経
営
課
題
に
対
応
し
て
い
く
中

で
、
徐
々
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
領
域
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、「
卓
越
し
た『
よ
い

会
社
』」
づ
く
り
支
援
と
し
て
、

税
務
・
会
計
に
留
ま
ら
ず
、
経

営
戦
略
の
策
定
、
経
営
承
継
、

人
事
・
労
務
等
の
経
営
哲
学
を
中
核
に

お
い
た
総
合
的
な
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
供
し
て

い
ま
す
。

私
達
の
使
命
・
役
割
は
、
経
営
者
を
含

め
た
企
業
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
企
業
を
核
と
し
た
『
幸
福

の
善
循
環
』
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
経
営
が
う
ま
く
い
け
ば
関
わ

る
す
べ
て
の
人
々
を
幸
福
に
導
く
こ
と

が
で
き
る
半
面
、
倒
産
と
い
っ
た
事
態

に
な
れ
ば
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
私
達
は
、

卓
越
し
た
『
よ
い
会
社
』
づ
く
り
で
企

業
等
の
永
続
的
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

決
意
し
た
の
で
す
。

行
い

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
の
実
施

１�

﹇
自
己
覚
知
﹈経
営「
五
つ
の
要
素
」

で
「
卓
越
し
た
『
よ
い
会
社
』」

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

﹇
自
己
覚
知
﹈
経
営
で
は
、
自
社
の

経
営
理
念
が
事
業
化
さ
れ
て
い
る
状
態

（
定
性
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
具
体
的
に

経
営
計
画
に
基
づ
き
目
に
見
え
る
業
績

評
価
指
標
（
定
量
）
と
し
て
導
き
出
し

ま
す
。
そ
し
て
、
部
門
・
個
人
が
そ
の

業
績
評
価
指
標
の
実
行
・
達
成
を
結
果

数
値
だ
け
で
な
く
行
動
プ
ロ
セ
ス
を
も

含
め
て
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
を
自
主

管
理
経
営
に
よ
っ
て
進
捗
管
理
を
し
ま

す
。
ま
た
、
進
捗
管
理
の
『
場
』
で
は
、

部
門
・
個
人
の
経
験
智
（
智
慧
）
を
共

有
・
水
平
展
開
（＝

暗
黙
知
の
形
式
知

化
）
し
ま
す
。

２�

「
企
業
内
大
学
」の
設
立
・
運
営
支

援
で
人
財
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

「
企
業
内
大
学
」
は
、
受
講
生
（
受

け
身
）
の
経
験
し
か
な
い
従
業
員
自
ら

が
研
修
講
師
と
な
る
こ
と
で
、
社
内
に

職
位
を
超
え
た
【
教
え
―
教
わ
る
関

係
】
を
築
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
講
師
と

な
っ
た
従
業
員
が
講
師
経
験
を
通
じ
て

気
づ
き
・
学
び
を
得
る「
企
業
内
大
学
」

は
、
自
社
の
経
営
理
念
を
事
業
化
で
き

る
人
財
育
成
の
『
場
』
と
な
り
ま
す
。

３�

円
滑
な
経
営
承
継
で
盤
石
な
企
業

体
質
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

世
代
交
代
が
進
む
中
小
企
業
で
重
要

な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
円
滑
な

承
継
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
財
産
の

承
継
だ
け
で
は
な
く
、ト
ー
タ
ル
な「
経

営
承
継
」
と
い
う
視
点
で
支
援
を
し
ま

す
。

結
果

全
従
業
員
の
真
に
豊
か
な
人
生
の
実
現

と
顧
客
の
永
続
的
発
展
の
実
現

Ｃ
Ｗ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー

ム
が
こ
れ
ま
で
開
発
、
自
社
で
実
証
し

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
Ｃ
Ｗ
Ｍ
―
Ｃ
Ｆ
全

従
業
員
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ブ
レ
ー
ン

の
総
力
を
挙
げ
て
、
顧
客
の
永
続
的
発

展
の
た
め
に
役
立
て
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
結
果
と
し

て
、
全
従
業
員
の
真
に
豊
か
な
人
生
を

実
現
し
て
い
く
所
存
で
す
。

会員企業紹介

ＣＣ
ＷＷ
ＭＭ－－

ＣＣ
ＦＦ
はは
、、『『
事事
業業
にに
関関
わわ
るる
すす
べべ
てて
のの

人人
々々
のの
幸幸
福福
のの
実実
現現
』』のの
一一
助助
とと
なな
るる
たた
めめ
にに

CWMコンサル
ティングファーム

講
演
資
料
よ
り

﹇
自
己
覚
知
﹈
経
営
〈
五
つ
の
要
素
〉

企
業
内
大
学
（
Ｃ
Ｗ
Ｍ
カ
レ
ッ
ジ
）

―１１―
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リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
（
更
生
タ

イ
ヤ
）
を
製
造
販
売
し
て
い
る
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
は
、
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
、

昭
和
三
七
年
創
業
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
Ｓ
Ｒ
Ｃ
と
昭
和
三
八
年
創
業
の

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｔ
Ｒ
Ｋ
が
合
併
し
、

平
成
二
一
年
に
新
会
社
と
し
て
誕

生
し
た
会
社
。

リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
と
は
、
一

次
寿
命
が
終
了
し
た
タ
イ
ヤ
の
ト

レ
ッ
ド
ゴ
ム
（
路
面
と
接
す
る
部

分
の
ゴ
ム
）
の
表
面
を
決
め
ら
れ

た
寸
度
に
削
り
、
そ
の
上
に
新
し

い
ゴ
ム
を
張
付
け
、
ト
レ
ッ
ド
パ

タ
ー
ン
を
形
成
し
て
再
利
用
（
リ

ユ
ー
ス
）
す
る
も
の
。
新
品
タ
イ

ヤ
で
使
用
す
る
三
分
の
一
の
原
材

料
で
製
造
で
き
る
う
え
、
三
五
％

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
、
省
資
源
と

環
境
に
も
貢
献
す
る
。
価
格
面
で

も
新
品
よ
り
三
割
程
度
安
い
こ
と

か
ら
、
注
目
を
浴
び
需
要
を
拡
大

し
て
い
る
。

中
村
博
文
代
表
取
締
役
社
長
は
、

九
州
大
学
卒
業
後
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

に
入
社
、
四
回
の
海
外
赴
任
を
経

て
、
新
会
社
の
初
代
社
長
に
就
任

し
た
。

中
村
社
長
は
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン

で
あ
り
物
事
を
前
向
き
に
進
ま
せ

る
た
め
に
は
決
し
て
あ
き
ら
め
な

い
人
。
社
長
は
「
会
社
と
は
個
人

の
能
力
や
才
能
を
発
揮
す
る
場
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
覚
し
、
そ
し
て
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め

の
工
夫
や
仕
掛
け
を
常
に
考
え
、

行
動
し
て
い
る
」
と
力
強
く
語
る
。

そ
の
一
例
が
創
業
五
〇
周
年
記

念
活
動
と
し
て
始
め
た
�
ワ
ン
ラ

ン
ク
Ｕ
Ｐ
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
�。資

格
取
得
や
研
修
、
研
鑚
、
日
常
生

活
で
の
改
善
目
標
な
ど
、
何
で
も

良
い
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
目
標
を

掲
げ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
の
成

果
に
応
じ
て
表
彰
す
る
制
度
。
そ

れ
を
目
標
管
理
シ
ー
ト
の
よ
う
な

帳
票
に
記
入
、
上
司
の
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
最
終
的
に
は
全
社
員
の

シ
ー
ト
に
社
長
が
コ
メ
ン
ト
し
、

達
成
度
に
応
じ
表
彰
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
会
社
が
楽
し

い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
新
た
な
仕

掛
け
や
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て

い
る
。

ま
た
、
会
社
の
状
況
や
従
業
員

の
紹
介
な
ど
を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で

掲
載
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
社
内
報

を
活
用
し
、
従
業
員
同
志
、
従
業

員
と
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
性
化
と
Ｂ
Ｒ
Ｍ
で
誇
り

を
持
っ
て
働
く
こ
と
に
役
立
て
て

い
る
。

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
は
地
域

貢
献
活
動
に
も
注
力
し
て
お
り
、

加
須
観
光
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
自
転
車
を
贈
呈
し
、

ま
た
、
小
学
校
に
は
遊
具
用
と
し

て
タ
イ
ヤ
を
贈
呈
・
設
置
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
環
境
保
全
活
動
と

し
て
、
敷
地
周
辺
水
路
の
清
掃
活

動
も
続
け
て
い
る
。

当
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、�
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
リ
ト
レ
ッ
ド
で
お

客
様
、
地
球
環
境
に
貢
献
�WITH

TEA
M
W
O
R
K

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

通
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を

感
じ
た
。

戦
後
の
爪
傷
残
る
昭
和
二
二
年
、

紡
績
会
社
と
し
て
創
業
し
た
八
千

代
紡
織
�
は
、
時
代
変
化
へ
の
過

渡
期
を
迎
え
て
い
る
。

初
代
、
三
友
守
一
氏
は
絹
の
産

地
で
あ
っ
た
深
谷
市
に
生
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
埼
玉
銀
行
（
現
・

埼
玉
り
そ
な
銀
行
）
退
職
後
、
旧

大
宮
市
（
現
・
さ
い
た
ま
市
）
に

紡
績
工
場
を
設
立
し
た
。
昭
和
三

〇
年
代
に
は
大
手
商
社
と
の
取
引

を
開
始
し
、
毛
織
物
原
糸
や
モ
ヘ

ヤ
混
ツ
イ
ー
ド
を
生
産
、
昭
和
三

八
年
に
は
本
社
工
場
焼
失
の
た
め
、

伊
奈
町
に
土
地
を
取
得
し
工
場
を

移
転
し
た
。

そ
の
後
、
高
度
成
長
期
に
お
け

る
物
流
倉
庫
業
の
需
要
の
高
ま
り

を
察
知
、
伊
奈
町
の
土
地
を
活
か

し
て
賃
貸
倉
庫
業
の
営
業
も
開
始
。

紡
績
業
と
倉
庫
業
、
両
輪
で
の
事

業
経
営
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
繊
維
業
界
不
況
に
よ

り
、
伊
奈
工
場
の
閉
鎖
を
決
断
、

生
産
を
外
注
委
託
へ
と
移
行
し
た
。

そ
の
後
も
紡
績
業
は
下
降
期
と
な

り
、
業
界
全
体
が
縮
小
と
な
っ
た
。

社
名
は
八
千
代
紡
織
を
継
承
し
て

い
る
も
の
の
、
現
在
は
、
売
上
の

ほ
と
ん
ど
を
倉
庫
賃
貸
業
で
占
め

て
い
る
。

倉
庫
賃
貸
業
で
の
当
社
の
強
み

は
、
�
平
屋
倉
庫
に
よ
り
重
量
物

の
搬
入
出
が
可
能
、
�
交
通
の
利

便
性
、
�
高
い
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
提
供
、
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
�
倉
庫
の
老
朽
更
新
、
�

最
新
物
流
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た

設
備
投
資
、
�
取
引
先
の
拡
大
な

ど
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

今
後
は
、
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、

小
口
ユ
ー
ザ
ー
向
け
レ
ン
タ
ル
倉

庫
事
業
な
ど
の
物
流
・
倉
庫
関
連

事
業
、環
境
や
介
護
・
福
祉
事
業
な

ど
、新
規
事
業
へ
の
参
入
を
目
指
す

た
め
の
事
業
展
開
を
探
っ
て
い
る
。

三
友
宏
樹
社
長
は
他
社
で
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
経
験
後
、
三
代
目
と

し
て
平
成
二
二
年
、
社
長
に
就
任

し
た
。
社
長
は
根
っ
か
ら
の
ア
ウ

ト
ド
ア
派
で
、
小
学
校
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
て
お
り
、毎
週
、仲
間

と
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
み
、
ま
た
、

大
宮
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
に
デ
ィ
フ
ェ
ン

ダ
ー
と
し
て
所
属
し
、
年
間
十
二

戦
ほ
ど
県
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
で
活
躍

し
て
い
る
。ま
た
、登
山
も
大
好
き

で
、
長
男
と
共
に
日
本
百
名
山
登

頂
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
二
三

座（
山
）の
登
頂
を
成
功
し
て
い
る
。

社
長
は「
自
分
の
強
み
は
行
動
力

と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
思
っ
て
い

る
。青
年
会
議
所
を
は
じ
め
、様
々

な
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
異

業
種
の
方
と
の
交
流
や
出
会
い
な

ど
人
脈
を
広
げ
て
い
き
た
い
。事
業

転
換
期
を
迎
え
、自
分
も
変
わ
ら
な

け
れ
ば
と
自
覚
し
て
い
る
。
課
題

は
多
い
が
、
社
業
発
展
の
た
め
に

飛
び
回
り
た
い
」と
力
強
く
語
っ
た
。

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
、行
動

規
範
、方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
中

期
経
営
計
画
を
策
定
し
た
が
、今
後

は
そ
れ
を
具
現
化
し
て
い
く
段
階
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
冒
頭
に
は
、「
変
化
に

対
応
す
る
力
の
向
上
（
感
知
す
る

能
力
で
あ
り
、
自
己
変
革
を
通
じ

て
な
し
う
る
）」
を
掲
げ
て
い
る
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
株
式
会
社

従
業
員
が
誇
り
を
持
っ
て

働
け
る
会
社
を
目
指
す

中
部
八
千
代
紡
織
株
式
会
社

「
変
化
に
対
応
す
る
力
の
向
上
」

を
新
ビ
ジ
ョ
ン
に
奔
走
す
る

DATA
会 社 名：ブリヂストンBRM�
所 在 地：加須市南篠崎１‐２‐３
電 話：０４８０‐６５‐２１１１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８０‐６５‐２１１９
代 表 者：代表取締役社長 中村博文
創 業：昭和３７年７月
設立（合併）：平成２１年１月
資 本 金：１億円
従 業 員：３００名
事業所・営業所：５工場、４営業所
事業内容：トラック・バス用を主体としたリトレッド

タイヤの製造・販売業
Ｕ Ｒ Ｌ : http : //www.bsbrm.jp/

DATA

会 社 名：八千代紡織�
所 在 地：北足立郡伊奈町小室１１１６０
電 話：０４８‐７２１‐２３１１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐７２１‐２３１３
代 表 者：代表取締役会長 三友駿一

代表取締役社長 三友宏樹
設 立：昭和２２年１２月
資 本 金：１，０００万円
従業員数：５名
事業内容：倉庫賃貸業、紡績業

中
村
博
文
代
表
取
締
役
社
長

（
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
の
前
で
）

工
場
内
製
造
ラ
イ
ン

三
友
宏
樹
代
表
取
締
役
社
長

八
千
代
紡
織
�
の
正
門
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株
式
会
社
伊
藤
商
会
は
、
建
機
、

重
機
、
建
設
車
両
の
新
車
、
中
古

車
の
販
売
、
買
取
、
修
理
、
建
設

業
に
関
係
す
る
商
品
の
販
売
、
及

び
、
建
機
レ
ン
タ
ル
、
特
殊
機
械

レ
ン
タ
ル
、
各
種
バ
ケ
ッ
ト
レ
ン

タ
ル
、
各
種
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
レ

ン
タ
ル
、
建
設
機
材
レ
ン
タ
ル
、

ま
た
、
重
機
土
木
工
事
一
式
工
事
、

重
機
解
体
一
式
工
事
、
さ
ら
に
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付
重
機
リ
ー
ス
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
派
遣
等
で
あ
る
。

そ
の
始
ま
り
は
、
故
先
代
社
長

伊
藤
栄
氏
が
二
十
七
歳
で
そ
れ
ま

で
勤
め
て
い
た
建
設
機
械
代
理
店

を
退
職
し
、
夫
婦
（
伊
藤
豊
女
現

社
長
）
で
、
重
機
の
販
売
を
個
人

商
店
伊
藤
商
会
と
し
て
創
業
し
た

昭
和
四
十
八
年
に
遡
る
。

創
業
当
時
は
、
資
金
も
少
な
く
、

事
務
所
も
自
宅
借
家
の
四
畳
半
、

「
あ
る
の
は
未
来
へ
の
情
熱
と
誠

実
さ
だ
け
で
し
た
」
と
伊
藤
豊
女

社
長
は
懐
か
し
そ
う
に
語
る
。

そ
の
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
、

こ
の
業
界
の
厳
し
さ
で
、
順
調
に

業
容
拡
大
と
は
い
か
ず
、
第
一
次

石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
、
販
売
し
た
建

機
は
返
さ
れ
、
手
形
を
落
と
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
等
々
、
大
き
な
危

機
が
訪
れ
る
。
そ
こ
で
、
苦
肉
の

策
と
し
て
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、

重
機
と
と
も
に
、
そ
れ
を
操
作
す

る
作
業
員
を
派
遣
し
顧
客
の
要
望

に
即
応
じ
る
「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付

リ
ー
ス
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
ニ

ー
ズ
に
大
い
に
合
致
し
、
業
容
拡

大
に
貢
献
し
た
。

平
成
十
六
年
に
、
戸
田
市
に
営

業
所
を
開
設
し
た
。
こ
の
良
き
場

所
に
開
設
し
た
こ
と
も
、
優
秀
な

人
材
が
集
ま
る
一
助
と
な
り
、
土

木
工
事
の
請
負
、
解
体
工
事
、
重

機
修
理
・
改
造
に
業
務
を
拡
大
で

き
た
。

平
成
十
九
年
、
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
し
て
、
株
式
会
社
化
し
、

株
式
会
社
伊
藤
商
会
と
し
た
。

こ
の
業
界
で
は
、
重
機
製
造
・

メ
ー
カ
ー
が
、
当
然
リ
ー
ス
に
も

大
量
に
、
安
い
リ
ー
ス
料
金
で
進

出
し
て
、
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、当
社
で
は
、顧
客
の
様
々

な
要
望
に
応
え
、
工
事
現
場
で
最

適
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
機

械
に
各
種
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
し
、

所
謂
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
リ
ー

ス
」
で
対
応
し
て
い
る
。

伊
藤
社
長
は
「
安
全
第
一
を
心

掛
け
て
、
感
謝
、
謙
虚
、
共
存
共

栄
を
念
頭
に
、
業
界
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
企
業
を
目
標
に
、
誠
心
誠
意

邁
進
し
た
い
」
と
語
ら
れ
た
。

有
限
会
社
協
電
社
の
業
務
内
容

は
、
受
変
電
設
備
工
事
、
動
力
設

備
工
事
、
照
明
器
具
設
備
工
事
、

情
報
配
管
配
線
設
備
工
事
、
空
調

設
備
工
事
等
々
、
の
設
計
施
工
管

理
で
あ
る
。

そ
の
沿
革
は
、
昭
和
四
十
九
年
、

先
代
の
加
藤
社
長
が
、
個
人
に
て

電
気
工
事
請
負
業
加
藤
電
気
商
会

を
富
士
見
市
に
開
業
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
そ
し
て
、
五
十
八
年
に

組
織
を
法
人
化
し
、
有
限
会
社
協

電
社
を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
六
年
、
本
社
ビ
ル
完
成
の
た
め
、

富
士
見
市
西
み
ず
ほ
台
に
移
転
。

さ
ら
に
、
十
五
年
、
業
容
拡
大
に

伴
い
、
板
橋
区
に
東
京
支
店
を
開

設
し
、
現
在
に
至
る
。

加
藤
周
作
社
長
は
、
四
十
一
歳

の
新
進
気
鋭
の
若
手
経
営
者
で
あ

る
が
、
そ
の
就
任
は
、
先
代
社
長

が
六
十
三
歳
で
急
死
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
二
年
前
に
就
任
さ
れ
た

と
き
は
、
何
か
と
大
変
で
し
た
で

し
ょ
う
と
の
問
い
に
、「
急
な
こ
と

で
、
戸
惑
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、

以
前
よ
り
入
社
し
て
お
り
、
仕
事

を
把
握
し
て
、
経
営
に
も
関
与
し

て
い
た
の
で
、
ど
う
に
か
こ
う
に

か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
こ
近
年
の
主
な
取
引

先
と
工
事
内
容
か
ら
当
社
の
得
意

と
す
る
工
事
が
理
解
で
き
る
。
そ

れ
は
、
扶
桑
建
設
の
Ｒ
Ｃ
造
十
二

階
建
七
十
戸
の
集
合
住
宅
、
川
口

土
木
建
築
工
業
の
Ｒ
Ｃ
造
十
一
階

建
四
十
三
戸
の
集
合
住
宅
、
東
山

工
業
の
Ｒ
Ｃ
造
七
階
建
十
二
戸
及

び
店
舗
の
集
合
住
宅
、
鶴
田
電
気

の
Ｒ
Ｃ
造
五
階
建
の
施
設
、
扶
桑

建
設
の
木
造
二
階
建
の
教
会
、
ナ

ミ
キ
の
Ｒ
Ｃ
造
二
階
建
の
店
舗
・

診
療
所
、
東
建
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
木
造
十
戸
の
集
合
住
宅
等
々

で
あ
る
。

こ
れ
ら
Ｒ
Ｃ
造
の
集
合
住
宅
で

は
、
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
信

用
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
技
術
員

数
は
、
協
力
業
者
を
含
め
、
第
一

種
電
気
工
事
士
十
九
名
、
第
二
種

電
気
工
事
士
二
十
三
名
、
合
計
四

十
二
名
を
擁
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
業
態
も
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
や
、
大
震
災
以
降
、
全
国
的

に
見
れ
ば
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
こ
こ
埼
玉
や
東
京
の
大

規
模
集
合
住
宅
は
、
堅
調
に
推
移

し
て
お
り
、
当
社
の
強
み
を
発
揮

で
き
る
と
、
さ
ら
に
、
今
後
、
ア

ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
良
い
影
響
が
出

て
く
る
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
る

と
、
加
藤
社
長
は
明
る
く
語
っ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
株
式
会
社
伊
藤
商
会

「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付
リ
ー
ス

で
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
」

「
信
頼
の
集
合
住
宅
電
気

工
事
業
」

DATA

会 社 名：株式会社 伊藤商会
本 社：新座市畑中１‐８‐３４
戸田営業所：戸田市美女木８‐２‐２
代 表 者：代表取締役 伊藤豊女
創 業：昭和４８年
資 本 金：１，３００万円
従業員数：４５名
事業内容：土木、解体工事、重機修理・改

造、回送、建設機械の新、中古
機販売、レンタル

DATA

会 社 名：有限会社 協電社

本 社：富士見市西みずほ台３‐２‐１２

代 表 者：代表取締役 加藤周作

設 立：昭和５８年７月１２日

資 本 金：５００万円

売 上 高：４億９千万円

従業員数：４５名

事業内容：電気設備工事業

西
部
有
限
会
社
協
電
社

伊
藤
豊
女
社
長

戸
田
営
業
所

加
藤
周
作
社
長

本
社
ビ
ル
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生活者からの目線と客観

的データに基づき、快適・

安全・健康をキーワード

とする付加価値の高い衣

料品の開発を目指します。

学歴・略歴

川端 博子

（かわばた ひろこ）

１９８３年お茶の水女子大学

大学院家政学研究科修了、

１９９５年博士（被服環境学）

お茶の水女子大学助手、

東京都立立川短大助手、

東京都立短大講師、助教

授を経て２００４年１２月から

埼玉大学教育学部教授

私の専門分野は被服科学です。
一般に衣服といえば、流行、おしゃれ、女性をイ
メージされるかもしれませんが、老若男女、全て
の人が衣服を身につけて生活しており、衣服は身
体の一部のようなものでさまざまな機能を果たし
ています。一般には、不自由なく衣服を入手・着
脱・着用・管理していますが、病気を患ったり障
がいを有したりすると状況は大きく変化します。
これまで私は、衣服の快適性の追究を１つのテ
ーマとして取り組んできました。近年は、より多
くの人にやさしい衣生活の実現を目指す研究にも
着手しています。消費者のサイドから、商品テス
ト（肌着、裏地、授乳期の衣料、ストッキングな
ど）を行い、市場の製品の特徴把握とともに不都合
について示してきました。メーカーの商品開発の
お手伝いもしてきましたが、整備された条件下で
テストができること、トータルとして最良のもの
が商品化されていくことに喜びを感じております。
被服には、下着から履物や帽子、寝具なども含
まれます。たとえば、抗がん剤治療の副作用とし
て脱毛がありますが、ウイッグは高価である上に
蒸れやすくサイズ面にも不具合があることを最近
知りました。脱毛は生命には関わらないかもしれ

ませんが、がんとその治療がもたらす心理的ダメ
ージが、ウイッグによって少しでも和らぐとした
ら、このような課題にも早急に取り組んでいかな
ければならないと考えます。
また、自立支援の面からも着脱しやすく、着心
地のよい被服の供給は重要ですし、介助者に負担
の少ないことも考慮しなければなりません。クー
ルビスやウォームビズなど被服の利用によって環
境負荷を軽減する取り組みもようやく定着しつつ
あります。
まだまだ私の知らない衣生活上の不都合や工夫
すべきことはたくさんあると思います。各界から
の情報を集め、知恵を出し合って誰もが快適な衣
生活ができるよう微力ながら協力していきたいと
考えています。
研究例
・速やかに授乳ができる授乳用衣料
・温湿度からみた補整下着内の衛生
状態
・授乳用補整下着の耐洗濯性
・温熱的実態から考察する授乳服の
効果

（進行中）

非加熱調理加工を農産物

に応用して、高品質な食

素材の創出を目指します。

学歴・略歴

上野 茂昭

（うえの しげあき）

２０００年東京理科大学基礎

工学部生物工学科卒業、

２００５年東京大学大学院農

学生命科学研究科修了、

博士（農学）。２００４年日本

学術振興会特別研究員、

２００５年新潟薬科大学助手、

２００９年東北大学大学院農

学研究科助教を経て、２０１３

年４月より埼玉大学教育

学部准教授。専門分野：

食品学、食品工学、食品

科学。

私は、農産物をはじめとした食
品の高付加価値化を目指し、高圧処理や過冷却凍
結解凍などの非加熱調理加工による、革新的食素
材変換プロセスに関する研究を推進しています。
現在までの成果として、農産物に常温下で５００～
６０００気圧の静水圧高圧処理（圧力鍋：２気圧、１０００
気圧＝海底１万メートルと同程度の圧力＝１�の
面積に１トンの加重）を施すと、細胞膜構造が破
壊され、内部物質移動が顕著となることを明らか
にしました（試料に対し全方向から等方的に圧力
がかかるため試料は潰れず、ほぼ原型を維持）。
４０００気圧で高圧処理を施したカブは保存中に青色
に変色し、この青色カブから抗酸化性を有する新
規の不飽和脂肪酸を見出しました。また農産物の
非加熱処理と機能性について、高圧処理を施した
タマネギを保存することにより、抗酸化物質であ
るケルセチンが増えることを明らかにしました。
さらに、グルタミン酸水溶液へ浸漬した大豆およ
び玄米に高圧処理を施し保存すると、有用アミノ
酸である γ－アミノ酪酸（GABA）が大量に蓄積可
能であることを示しました。現在、食品の過冷却

凍結・解凍後の食感、熱物性、誘電特性、乾燥特
性などを測定すると共に、成分および機能性変化
について定量的な検討を開始したところです。
以上のように、農産物中に機能性物質を高蓄積
させ、種々の農産物について調理加工条件・保存
期間の情報に基づき、内部構造変化および物性・
成分変化における相互関連性を、食品学、食品科
学、食品工学、化学工学などの視点から多角的に
考察することにより、それらの情報を調理加工に
フィードバックすることを試みています。最終的
には非加熱調理加工食品の品質向上を目的とした、
「非加熱調理加工食品の品質評価予測モデル」の
構築を目指しています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

快適な衣生活の実現に向けて
埼玉大学教育学部家政教育講座 川 端 博 子 教授

農産物の非加熱調理による革新的食素材変換プロセスの開発
埼玉大学教育学部家政教育講座 上 野 茂 昭 准教授
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電子楽器は、作曲やライブ演奏にとって重要であり、現在の
音楽シーンには欠かせません。その黎明期は１９００年代初めで、
テルハーモニウム、テルミン、オンド・マルトノといった楽器
が発明されました。１９００年代中盤、これらの原理はハモンドオ
ルガンや、アナログシンセサイザに応用されます。更に１９００年
代後半になるとディジタル技術がミックスされ、現代の高性能
なシンサイザ開発に繋がります。
さて、楽器の役割を考えてみますと、「人間の動作」を「音」
に変換するモノと言えます。電子楽器も同様に、動作を検知（セ
ンサ）し、情報処理して電気信号に変換（マイコン）、更に電
気信号を音に変換（アンプ、スピーカ）しています。
最近では、Arduino という簡便なマイコンが安価で市販され、
制御プログラムはネット上で多数公開され、多くの解説書も市
販されています。即ち誰でもDIY感覚でオリジナル電子楽器
を開発可能な時代が到来したのです。
三井研では、マイコンを用いた新しいコンセプトの電子楽器
を開発中です。その中から二例を紹介します。

まずは「ヨーヨー型電子楽器
『轟』」です。ヨーヨーの回転
速度を加速度センサで検知し、
その情報を無線でマイコンに送
り、信号を処理し、音信号に変
換します。昨年開催の「手作り
アイデア楽器コンテスト」で優
勝することが出来ました。
二つ目は「無弦チェロ」です。弦を張らず、代替する多数の
センサを利用して、軽く、小さく折りたためるチェロを開発し
ました。

開発した楽器は学園祭や
多数のコンペに出展予定で
す。詳細情報は三井研のウ
ェブページにて公開中です。
（http : //www.iot.ac.jp/manu
/mitsui）

当研究室では、「建築から見た材料デザイン」をベースとし
て研究活動を展開しています。従前の建築材料学の枠組みに囚
われず、建築家および企業との協働や、他大学または学際的な
研究体制で取り組むことが多く、コンクリートをはじめ、土、
麦わら、瓦など様々な材料を対象としています。
最近の主要な研究テーマは以下の通りです。

１）版築壁の現代構法への展開に関する研究
作業者の経験的な勘または伝聞継承された暗黙知に委ねられ
て築造されている版築壁を、材料施工の観点から定量的に捉え、
木造軸組耐力壁への適用など現代構法への展開を目論んでいま
す。
２）麦わら成形板（OSSB）の仮設建築物へのデザイン展開
麦わらストランドを固化剤とともに成形した麦わら成形板
（OSSB）の仮設建築物へのデザイン展開を図ることを目指し
ています。本研究の成果は、「日本建築仕上学会主催 建築仕

上材料技術・デザイン競技２０１２」において最優秀賞を受賞する
ことができました。
３）プレキャストコンクリート製品の表面仕上り状態の品質管
理システムの構築に関する研究
独自に開発した画像解析ソフトによる色彩値と官能検査によ
る感覚量との相関を捉えた、プレキャストコンクリート製品の
表面仕上がり状態の評価システムの構
築を目指しています。また、派生研究
として、コンクリート表面への散水に
よる明度変化を画像解析により定量的
に捉え、非破壊的にコンクリートの品
質を評価する方法の開発へも発展させ
ています。本研究は、本学の専門分野
の異なる若手教員（建設学科・高橋教
授、製造学科・三井講師）との共同に
よる学際的な取り組みです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

新しい電子楽器を創造する
製造学科 三 井 実 講師

三井 実（みつい みのる）講師 博士（情報科学）、職業能力開発大学校卒、北陸先端科学技術大学院大学 博士後期課程修
了、同大学研究員を経て２００９年ものつくり大学着任。電子情報通信学会、映像情報メディア学会、日本音響学会、日本感性工学
会、日本生物環境工学会、自動車技術会などに所属（連絡先：０４８‐５６４‐３８７８／mitsui@iot.ac.jp）

「建築から見た材料デザイン」
建設学科 大 塚 秀 三 准教授

大塚秀三（おおつか しゅうぞう）准教授、博士（工学）／
川口通正建築研究所を経て、日本大学大学院理工学研究科博士後期課程建築学専攻修了。所属学会：日本建築学会、日本コンク
リート工学会、日本建築仕上学会（連絡先：０４８‐５６４‐３８４９／otsuka@iot.ac.jp）

図１：ヨーヨー型電子楽器「轟」

図２：無弦チェロ
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�調査対象 ……………………………６００社

有効回答数 ………………………１６８社

回収率……………………………２８．０％

�業種内訳 �内製造業………………８７社
�内非製造業……………８１社

�資本金別
�５０００万円以下………………………７８社
�５０００万円超～１億円以下…………３８社
�１億円超～３億円以下……………１３社
�３億円超……………………………３８社

企業経営動向調査（１３年７月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近の自社の業況DI は、製造業は前
回調査から１０ポイントの改善、非製造
業は３ポイントの悪化で、全社のDI
は４ポイントの改善となっている。

�先行きのDI では、今回調査（最近）
よりは改善するものの、前回調査の先
行きより非製造業は１４ポイント悪化し、
業況判断、業界景気と同様に厳しい見
方が増加している。

１３年７月調査

＋６

＋９

＋３

＋８

＋１２

＋５

１３年４月調査

＋２

－１

＋６

＋２０

＋２１

＋１９

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�業界景気の最近のDI は、製造業は前
回調査から１０ポイントの改善、非製造
業も４ポイントの改善で、プラスに転
じている。

�先行きのDI は、依然プラスながら、
先行きに対する厳しさが増し、前回調
査の先行きからは大幅に悪化すると見
通している。

１３年７月調査

＋３

＋３

＋３

＋５

＋８

＋３

１３年４月調査

－４

－７

－１

＋１８

＋２２

＋１５

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�国内景気の最近のDI は、前回調査か
ら横ばいで推移するものの、１０年４月
の調査開始以来の最高水準を更新。

�先行きのDI は、「上昇」という回答
から「変わらない」とする回答が２０ポ
イント程度増加したことから、DI は
大幅に悪化するものの依然最高水準に
ある。

１３年７月調査

＋２９

＋２９

＋２８

＋３０

＋３０

＋３０

１３年４月調査

＋２８

＋２９

＋２７

＋５１

＋４６

＋５５

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断
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�－１．経営動向（売上高）

�設備DI については、製造業は過剰感
が弱まっているが、非製造業では不足
から過剰に転じ、全社ではほぼ横ばい
とみている。

�先行きでは、製造業、非製造業ともに
過剰感は解消されるとの見通しとなっ
ている。

１３年７月調査

＋６

＋７

＋５

－３

－３

－３

１３年４月調査

＋５

＋１２

－２

±０

＋３

－４

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準DI については、製造
業、非製造業とも前回調査からは過大
感が強まっている。

�先行きのDI は、今回調査の最近より
は過大感が弱まるものの、前回調査の
先行きよりは過大感が増加するとの見
通しとなっている。

１３年７月調査

＋１３

＋２０

＋４

＋６

＋９

＋１

１３年４月調査

＋９

＋１７

±０

±０

±０

±０

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１３／４－６月期の売上高DI は、前期比で製
造業は改善、非製造業は悪化する傾向で、全
社では横ばいとなっている。

�１３／７－９月期の見通しは、製造業は１６ポイ
ント改善、非製造業は４ポイント悪化、全社
では、７ポイント改善する見通しとなってい
る。

�１３／１０－１２月期は、特に非製造業が大幅に改
善し、全社でも１５ポイント改善するとの見通
しとなっている。

見 通 し

１３／１０－１２

＋２５

＋２５

＋２４

１３／７－９

（＋２４）
＋１０

（＋２８）
＋１８

（＋２１）
±０

実 績

１３／４－６

（＋３）
＋３

（＋１）
＋２

（＋５）
＋４

１３／１－３

＋３

－８

＋１４

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�．その他

�１３／４－６月期の経常利益DI は、前期比で
製造業、非製造業とも悪化し、全社でマイナ
スに転じている。

�１３／７－９月期の見通しでは、製造業は２２ポ
イントの大幅改善、非製造業は横ばいを見通
しており、全社ではプラスに転じるものの、
前回調査の見通しよりは大幅に悪化している。

�１３／１０－１２月期については、製造業、非製造
業とも、大幅に改善する見通しとなっている。

（注）１３／４－６月期、１３／７－９月期の上段の（ ）内の数値は１３年４月調査時の見通し

見 通 し

１３／１０－１２

＋２０

＋２３

＋１７

１３／７－９

（＋１８）
＋４

（＋２１）
＋１０

（＋１５）
－４

実 績

１３／４－６

（＋１）
－８

（＋６）
－１２

（－３）
－４

１３／１－３

＋３

－６

＋１２

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―１７―



�最近の雇用人員DI は、製造業は引き
続き過剰感が強いものの、非製造業は、
前回調査から１１ポイント改善し、過剰
感は解消されている。

�先行きについては、最近比で製造業、
非製造業ともに過剰感が改善し、全体
では過剰感が解消される見通しとなっ
ている。

１３年７月調査

＋１

＋１６

－１６

－５

＋６

－１８

１３年４月調査

＋６

＋１６

－５

－１１

＋１

－２４

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の資金繰りDI は、製造業、非製
造業ともDI はプラスながらも悪化傾
向にある。

�先行きのDI では、今回調査（最近）
からはほぼ横ばいで推移すると見てい
るが、前回調査の先行きからは特に製
造業が１２ポイント悪化し、全社でも悪
化する見通しとなっている。

１３年７月調査

＋４

＋６

＋１

＋３

＋１

＋５

１３年４月調査

＋１２

＋１６

＋８

＋９

＋１３

＋６

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の販売価格DI については、前回
調査からはほぼ横ばいとなるものの、
下落するとの見方が強い。

�先行きでも、引き続き下落するとの見
通しが強く、販売価格上昇を見込める
状況にないことがうかがえる。

１３年７月調査

－１５

－２３

－５

－１３

－２２

－３

１３年４月調査

－１３

－２２

－５

－６

－１５

＋２

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、製造業は１６ポ
イント、非製造業も８ポイント上昇し
ており、仕入価格はさらに上昇傾向に
ある。

�先行きのDI では、依然として仕入価
格は上昇するとみる企業が圧倒的に多
くなっている。

１３年７月調査

＋３４

＋３９

＋２９

＋３６

＋４７

＋２３

１３年４月調査

＋２２

＋２３

＋２１

＋３７

＋４３

＋３２

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―１８―



企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１３年７月および先行き ※値表示は全社のDI

―１９―
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本
会
と
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
が

共
催
し
実
施
し
て
い
る
、「
第
一
種
・

第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
」

と
「
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
」
を
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
開
催
し
た
。

今
年
度
で
六
年
目
の
開
催
と
な
る
こ

の
研
修
で
、
今
年
度
は
八
月
六
日
・
七

日
の
二
日
間
で
第
一
回
衛
生
管
理
者
受

験
対
策
講
座
、
九
月
四
日
・
五
日
の
二

日
間
で
第
二
回
衛
生
管
理
者
受
験
対
策

講
座
を
開
催
、
八
月
二
六
日
に
は
安
全

管
理
者
選
任
時
研
修
を
開
催
し
、
八
月

の
衛
生
管
理
者
に
は
二
一
名
、
九
月
の

衛
生
管
理
者
に
は
四
六
名
、
安
全
管
理

者
に
は
四
六
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

中
小
企
業
を
中
心
に
衛
生
管
理
者
、
安

全
管
理
者
選
任
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

□
第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受

験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
二
日
間
）

第
一
回
講
師
�
臼
井
一
博

氏
（
�

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
、
中
小
企
業

診
断
士
、
第
一
種
衛
生
管
理
者
、
社
会

保
険
労
務
士
）

第
二
回
講
師
�
中
村
文
彦

氏
（
�

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
、
中
小
企
業

診
断
士
、
第
一
種
衛
生
管
理
者
）

特
長
�
�
過
去
の
出
題
傾
向
を
徹
底

分
析
し
、
試
験
に
出
や
す
い
ポ
イ
ン
ト

を
絞
り
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
学
習

方
法
を
伝
授
、
�
難
し
い
専
門
用
語
や

内
容
を
語
呂
合
わ
せ
な
ど
で
わ
か
り
易

く
解
説
、
�
講
義
↓
演
習
↓
解
説
の
サ

イ
ク
ル
で
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
内
容

に
よ
り
、
二
日
間
で
合
格
に
到
達
で
き

る
レ
ベ
ル
ま
で
講
義
を
行
う
。

□
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
（
法
定
九

時
間
研
修
）

講
師
�
只
野

和
好

氏
（
�
ウ
ェ

ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
、
日
本
Ｖ
Ｍ
セ
ン

タ
ー
取
締
役
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
会

神
奈
川
支
部
幹
事
、
安
全
管
理
者
能
力

向
上
教
育
講
師
）

特
長
�
�
法
で
定
め
ら
れ
た
研
修
を

実
施
、
�
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
講
義
、

�
専
門
用
語
や
専
門
的
内
容
を
具
体
的

で
わ
か
り
易
く
解
説
、
�
一
日
で
終
了

す
る
の
で
参
加
し
や
す
い
、
な
ど
で
、

法
定
九
時
間
講
義
の
受
講
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
て
い
る
。

〔
参
考
〕
選
任
の
要
件
な
ど

◇
衛
生
管
理
者
◇

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
二
条
）
に

よ
り
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を

使
用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働
衛
生
に

関
す
る
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
と

し
て
、「
衛
生
管
理
者
」
を
選
任
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
一
種
）
全
業
種
に
対
応
す
る
衛
生

管
理
者

（
第
二
種
）
左
記
の
業
種
を
除
く
業
種

に
対
応
す
る
衛
生
管
理
者

農
林
畜
水
産
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、

製
造
業
、
電
気
業
、
ガ
ス
業
、
水
道
業
、

熱
供
給
業
、
運
送
業
、
自
動
車
整
備
業
、

機
械
修
理
業
、
医
療
業
、
清
掃
業

※

有
害
業
務
と
関
連
の
う
す
い
情
報
通
信

業
、
金
融
・
保
険
業
、
卸
売
・
小
売
業

な
ど
の
一
定
の
業
種

衛
生
管
理
者
に
は
、
衛
生
管
理
者
試

験
（
第
一
種
・
第
二
種
）
に
合
格
し
都

道
府
県
労
働
局
長
の
免
許
を
受
け
た
者

な
ど
を
充
て
る
こ
と
。

◇
安
全
管
理
者
◇

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
一
条
）
に

よ
り
、
屋
外
産
業
的
業
種
と
工
業
的
業

種
及
び
第
三
次
産
業
の
特
定
業
種
に
属

し
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働
安
全
に
関

す
る
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
と
し

て
、「
安
全
管
理
者
」
を
選
任
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
安
全
管
理
者
を
選
任
し
な
く
て
は

い
け
な
い
業
種
〕
林
業
、
鉱
業
、
建
設

業
、
運
送
業
、
清
掃
業
、
製
造
業
（
物

の
加
工
業
を
含
む
。）、
電
気
業
、
ガ
ス

業
、
熱
供
給
業
、
水
道
業
、
通
信
業
、

各
種
商
品
卸
売
業
・
小
売
業
、
家
具
・

建
具
・
じ
ゅ
う
器
等
卸
売
業
・
小
売
業
、

燃
料
小
売
業
、
旅
館
業
、
ゴ
ル
フ
場
業
、

自
動
車
整
備
業
及
び
機
械
修
理
業

安
全
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
を
受

け
た
者
で
な
け
れ
ば
選
任
で
き
な
い
。

第２回衛生管理者受験対策講座

衛衛
生生
管管
理理
者者
受受
験験
対対
策策
講講
座座

おお
よよ
びび
安安
全全
管管
理理
者者
選選
任任
時時
研研
修修
をを
開開
催催

安全管理者選任時研修

第１回衛生管理者受験対策講座

―２０―
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第第
三三
回回
経経
営営
者者
のの
たた
めめ
のの

ヨヨ
ガガ
教教
室室
開開
催催

青
年
経
営
者
部
会
の
家
族
会
が
七
月

二
十
五
日
�
「
東
京
湾
ラ
ン
チ
ク
ル
ー

ズ
」
と
し
て
、
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に

集
合
し
、
日
本
自
動
車
管
理
（
三
原
宏

治
社
長
）
に
手
配
い
た
だ
い
た
バ
ス
で
、

日
の
出
埠
頭
の
シ
ー
ラ
イ
ン
東
京
営
業

所
ま
で
乗
車
し
た
。

参
加
者
は
、
部
会
員
と
そ
の
家
族
で
、

上
は
七
十
歳
代
か
ら
下
は
二
歳
ま
で
と

幅
広
く
、
総
数
三
十
六
名
で
あ
っ
た
。

往
路
の
バ
ス
の
中
で
は
、
数
々
の
楽

し
く
、
面
白
い
、
工
夫
さ
れ
た
ク
イ
ズ

が
出
題
さ
れ
、「
そ
ぴ
あ
」
で
購
入
し

た
埼
玉
県
ゆ
か
り
の
品
々
が
、
賞
品
と

し
て
回
答
者
に
贈
ら
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
モ
デ
ル
ナ
へ
の
乗
船

は
十
一
時
五
十
分
に
始
ま
り
、
家
族
会

は
、
三
階
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
貸
し
切

り
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
、
矢
部
利
人
副
部
会
長
（
丸
和

工
業
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り

行
わ
れ
、
冒
頭
、
川
本
武
彦
部
会
長（
サ

イ
サ
ン
・
社
長
）
は
、
家
族
会
の
趣
旨

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
日
頃
大
変
忙
し
く
、

精
力
的
に
経
営
に
邁
進
し
て
お
り
、
や

や
も
す
る
と
、
ご
家
族
の
皆
様
へ
の
対

応
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
、
ま
た
、
青
年
経
営
者

部
会
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

さ
ら
に
、
来
年
の
埼
玉
で
の
全
国
大
会

で
、
部
会
員
の
皆
様
に
ご
負
担
を
お
か

け
す
る
の
で
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
ご

理
解
を
賜
り
た
い
等
々
、
数
々
の
課
題

を
少
し
で
も
解
決
す
る
た
め
に
、
青
年

部
会
と
し
て
初
め
て
開
催
し
た
と
挨
拶

さ
れ
た
。

続
い
て
、
藤
池
一
誠
副
部
会
長
（
デ

サ
ン
・
社
長
）
に
よ
り
、
乾
杯
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
家
族
単
位
で
全
員
の
自

己
紹
介
が
あ
り
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら

家
族
間
で
の
懇
親
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ッ
キ
に
お
い
て
、
ゲ

ー
ム
等
の
余
興
が
あ
り
、
大
い
に
親
交

を
深
め
た
。

最
後
に
、
家
族
全
員
で
の
記
念
撮
影

が
あ
り
、
眞
子
岳
志
副
部
会
長
（
真
工

社
・
社
長
）
の
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

船
は
、
十
四
時
に
日
の
出
埠
頭
に
着
岸

し
、
バ
ス
で
大
宮
ま
で
帰
り
、
盛
会
裏

の
う
ち
に
家
族
会
は
散
会
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七

月
二
日
�
午
後
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に

お
い
て
二
十
二
名
が
参
加
し
、
経
営
者

の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室
と
懇
親
会
の
二
部

構
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
眞
子
岳
志
副
部
会
長
（
真

工
社
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り

行
わ
れ
た
。
経
営
者
の
た
め
の
ヨ
ガ
教

室
は
、
毎
年
大
好
評
と
な
っ
た
た
め
、

連
続
で
三
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

開
会
で
川
本
武
彦
部
会
長
（
サ
イ
サ

ン
・
社
長
）
は
、
日
頃
の
激
務
で
身
も

心
も
、
疲
労
困
憊
と
思
わ
れ
る
の
で
、

本
日
の
ヨ
ガ
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
た
だ
き
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し

い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

講
師
は
昨
年
と
同
じ
く
�
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ス
タ
ー
ヨ
ガ
の
代
表
取
締
役
社
長
庄

司
祐
子
氏
で
、
他
に
若
手
女
子
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
八
名
が
指
導
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
全
員
運
動
の
出
来
る
服
装

で
参
加
、
照
明
や
、
音
楽
に
も
配
慮
を

い
た
だ
き
、
そ
の
た
め
、
行
き
届
い
た

ヨ
ガ
が
で
き
、
多
く
の
ポ
ー
ズ
を
行
い
、

肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
大
い
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。

そ
の
後
、
�
嶋
英
司
幹
事
（
シ
ー
エ

ス
サ
ー
ビ
ス
・
社
長
）
よ
り
謝
辞
が
行

わ
れ
、
第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
栗
原
志
功
会

計
監
事（
も
し
も
ん
・
社
長
）の
司
会
・

進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
増
田

学
幹
事

（
友
栄
塗
装
・
社
長
）
に
よ
り
、
乾
杯

と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

歓
談
で
は
、
部
会
員
は
も
と
よ
り
、

庄
司
祐
子
社
長
を
は
じ
め
、
八
人
の
若

手
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
加
わ
り
、
和

気
藹
々
の
懇
親
会
が
続
い
た
。

な
お
、
本
例
会
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ

た
役
員
会
議
に
よ
り
、
神
戸
で
の
全
国

大
会
で
埼
玉
の
全
国
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ー
ヨ
ガ
の
皆

様
に
、
お
手
伝
い
い
た
だ
く
こ
と
が
決

議
さ
れ
た
。

最
後
に
、
坂
本
哲
郎
幹
事
（
カ
ツ
ミ

テ
ク
ノ
・
専
務
）
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ

れ
、
七
月
例
会
は
盛
会
裏
の
う
ち
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

初初
めめ
てて
のの
家家
族族
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる

家族会参加の皆様

船内での食事風景

川本部会長を囲んでの「ポーズ」
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七

労
働
者
の
損
害

賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

７

従
業
員
の
交
通
事
故
に
よ
る

会
社
の
損
害
と
従
業
員
へ
の

求
償
・
賠
償
�

労
働
契
約
法
に
よ
り
、
従
業
員
も
労

働
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
白
と
な
り

（
同
法
第
三
条
第
四
項
）、
当
然
従
業

員
が
労
働
義
務
に
反
し
た
り
、
業
務
上

の
注
意
義
務
を
怠
っ
て
使
用
者
に
損
害

を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
は
、
使
用
者
へ

賠
償
義
務
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

特
に
交
通
事
故
の
場
合
に
は
、
従
業
員

が
注
意
義
務
に
反
し
て
事
故
を
発
生
さ

せ
た
場
合
、
使
用
者
は
民
法
第
七
一
五

条
の
「
使
用
者
責
任
」
の
法
理
に
よ
っ

て
被
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
す
べ
き

義
務
を
負
う
。
そ
し
て
、
使
用
者
が
損

害
賠
償
を
し
た
と
き
、
注
意
義
務
に
違

反
し
て
損
害
を
発
生
さ
せ
た
労
働
者
に

対
し
、「
使
用
者
又
は
監
督
者
か
ら
被
用

者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
を
妨
げ
な

い
。」（
民
法
第
七
一
五
条
第
三
項
）
と

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
労
働
者

へ
の
「
求
償
権
」
を
行
使
し
う
る
。
し

か
し
、
労
働
者
は
使
用
者
の
指
揮
監
督

の
下
に
業
務
と
し
て
自
動
車
の
運
転
業

務
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

使
用
者
側
に
も
必
要
な
指
導
・
教
育
・

監
督
・
指
示
や
損
害
の
予
防
等
の
義
務

を
負
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

使
用
者
の
義
務
と
労
働
者
の
違
反
に
伴

う
諸
事
情
を
考
慮
し
て
求
償
や
賠
償
金

額
が
決
め
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

こ
れ
を
前
提
に
し
て
、
本
稿
で
は
ど
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で

使
用
者
は
労
働
者
に
求
償
を
で
き
る
か

を
検
討
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
四
回

目
で
あ
る
。

�
タ
ク
シ
ー
運
転
手
が
一
方
的
な
過
失

に
よ
っ
て
追
突
事
故
を
起
こ
し
た
た

め
、
そ
の
事
故
を
起
こ
し
た
被
用
者

に
対
し
求
償
並
び
に
損
害
賠
償
請
求

し
た
事
案
に
つ
き
、
い
か
な
る
場
合

に
も
、
使
用
者
が
そ
の
従
業
員
に
対

し
、
求
償
権
を
行
使
し
な
い
と
の
合

意
又
は
労
使
の
慣
行
は
な
い
と
否
定

し
た
が
、
対
物
・
車
両
保
険
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
ほ
か
損
害

の
公
平
な
分
担
の
原
則
や
、
信
義
則

に
照
ら
し
て
、
全
額
の
請
求
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
、
全
損
害
額
の
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
金
額
の
求
償
を
認

め
た
事
例

本
件
事
故
は
、
被
告
は
、
タ
ク
シ
ー

運
転
手
で
原
告
で
あ
る
タ
ク
シ
ー
会
社

を
営
む
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
原
告
会
社

所
有
の
営
業
用
普
通
乗
用
車
に
乗
車
し

て
原
告
の
ハ
イ
ヤ
ー
運
転
業
務
に
従
事

中
、
自
動
車
運
転
者
と
し
て
な
す
べ
き

前
方
注
意
義
務
を
怠
り
、
脇
見
を
し
な

が
ら
高
速
運
転
を
し
て
い
た
た
め
、
先

行
し
て
い
た
乗
用
自
動
車
に
追
突
し
、

そ
の
は
ず
み
で
被
追
突
車
の
前
部
左
側

を
道
路
脇
の
電
柱
に
衝
突
さ
せ
、
こ
れ

ら
の
衝
撃
に
よ
り
右
の
運
転
者
に
傷
害

を
負
わ
せ
る
に
至
っ
た
事
故
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
、
会
社
は
、
従
業
員

で
あ
る
運
転
手
に
民
法
七
一
五
条
三
項

所
定
の
求
償
権
及
び
同
法
七
〇
九
条
所

定
の
損
害
賠
償
請
求
権
に
基
づ
き
、
損

害
合
計
一
〇
八
万
九
九
〇
〇
円
を
請
求

し
た
事
件
で
あ
る
。

被
用
者
の
運
転
手
側
は
、「
�
原
告
と

被
告
と
の
間
に
は
、
本
件
交
通
事
故
発

生
当
時
、
被
告
の
過
失
に
よ
り
交
通
事

故
が
発
生
し
、
原
告
が
そ
の
被
害
者
に

対
し
損
害
を
賠
償
し
た
と
き
に
も
、
原

告
は
被
告
に
対
し
求
償
権
を
行
使
し
な

い
と
の
合
意
が
存
在
し
て
い
た
。」、「
�

仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
本
件
交

通
事
故
発
生
当
時
、
右
合
意
と
同
趣
旨

の
労
使
慣
行
が
原
告
会
社
に
は
存
在
し

て
い
た
。」
と
主
張
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
証

拠
を
総
合
す
る
と
、「
�
原
告
代
表
者
は

原
告
従
業
員
全
員
が
集
合
し
て
い
る
場

所
で
、
原
告
従
業
員
の
過
失
に
よ
り
原

告
が
損
害
を
受
け
て
も
、
そ
の
従
業
員

に
対
し
損
害
賠
償
の
請
求
は
し
な
い
と

の
趣
旨
の
発
言
を
数
回
し
た
が
、
原
告

代
表
者
と
し
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に

も
従
業
員
に
対
し
賠
償
請
求
を
し
な
い

と
の
趣
旨
で
右
の
発
言
を
し
た
の
で
は

な
く
、
右
発
言
は
、
事
故
に
お
け
る
過

失
態
様
、
事
故
の
程
度
、
日
頃
の
勤
務

態
度
に
よ
っ
て
は
賠
償
請
求
を
す
る
場

合
も
あ
る
と
の
趣
旨
の
も
の
と
し
て
発

言
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
�
原
告
従

業
員
も
、
前
記
原
告
代
表
者
の
発
言
は
、

従
業
員
に
重
大
な
過
失
の
あ
る
場
合
に

も
賠
償
請
求
を
し
な
い
趣
旨
で
あ
る
と

は
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
、
�
原
告
方

で
は
今
ま
で
に
三
〇
件
位
の
交
通
事
故

が
あ
っ
た
が
、
原
告
従
業
員
が
申
出
て

自
ら
損
害
賠
償
を
し
た
一
件
を
除
い
て
、

総
て
保
険
金
ま
た
は
原
告
の
出
捐
で
損

害
を
補
填
す
る
等
し
、
原
告
の
方
か
ら

そ
の
従
業
員
に
対
し
、
求
償
権
を
行
使

し
、
又
は
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
今
ま
で
に
あ
っ
た
事
故
の

大
部
分
は
相
手
方
に
に
も
過
失
が
あ
る

場
合
で
あ
り
、
原
告
従
業
員
の
一
方
的

な
過
失
に
よ
る
場
合
で
も
原
告
の
損
害

額
は
三
〇
万
か
四
〇
万
円
程
度
以
下
で

あ
る
こ
と
、
�
原
告
会
社
に
は
交
通
事

故
に
つ
い
て
原
告
と
従
業
員
と
の
損
害

負
担
の
割
合
を
定
め
る
具
体
的
な
基
準

は
な
く
、
ま
た
今
ま
で
の
事
故
の
処
理

状
態
か
ら
一
定
の
慣
行
を
見
い
だ
す
ま

で
に
も
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
い
ず

れ
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
右
の
認

定
事
実
を
総
合
す
る
と
、
原
告
と
原
告

従
業
員
と
の
間
に
は
、
相
手
方
に
も
相

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
三
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１７
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２２―



当
な
過
失
が
あ
る
場
合
や
軽
微
な
損
害

が
発
生
し
た
に
過
ぎ
な
い
事
故
に
つ
い

て
は
、
原
告
は
そ
の
従
業
員
に
対
し
求

償
権
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
は
し

な
い
と
の
了
解
が
あ
っ
た
が
、
更
に
ど

の
よ
う
な
交
通
事
故
の
場
合
に
も
原
告

が
そ
の
従
業
員
に
対
し
求
償
権
、
損
害

賠
償
請
求
権
を
行
使
し
な
い
と
の
合
意

ま
た
は
労
使
の
慣
行
は
存
在
せ
ず
、
し

た
が
っ
て
、
い
か
な
る
交
通
事
故
の
場

合
に
原
告
と
そ
の
従
業
員
が
い
か
な
る

場
合
に
そ
の
損
失
を
負
担
す
る
か
は
公

平
、
信
義
則
の
見
地
か
ら
具
体
的
事
情

に
応
じ
て
決
す
べ
き
ほ
か
は
な
い
も
の

で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

次
に
、
被
用
者
の
運
転
手
側
で
は
、

「
使
用
者
が
、
危
険
性
が
多
く
、
損
害

を
ひ
き
起
こ
し
や
す
い
労
働
を
被
用
者

に
委
せ
て
お
い
て
、
生
じ
た
損
害
を
こ

と
ご
と
く
被
用
者
に
転
嫁
す
る
の
は
不

当
で
あ
る
。
ま
た
被
用
者
は
労
働
の
危

険
性
、
疲
労
、
仕
事
の
単
調
さ
な
ど
事

故
の
原
因
と
な
る
圧
力
状
態
を
従
属
労

働
の
故
に
除
去
し
た
り
回
避
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
使
用
者
は
経

営
か
ら
生
じ
る
定
型
的
危
険
に
つ
い
て

保
険
あ
る
い
は
価
格
機
構
を
通
じ
て
損

失
を
分
散
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
し
か

る
に
原
告
は
交
通
事
故
に
備
え
た
対
物

及
び
車
両
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
併

せ
考
え
れ
ば
原
告
の
被
告
に
対
す
る
請

求
は
負
担
の
公
平
の
見
地
及
び
信
義
則

上
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る
。」
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、「
原
告
が

交
通
事
故
に
備
え
て
の
対
物
及
び
車
両

保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
と
、
�
前
示
の
と

お
り
、
原
告
は
そ
の
従
業
員
に
対
し
て

今
ま
で
交
通
事
故
に
よ
る
求
償
権
、
損

害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
た
こ
と
が
な

い
こ
と
、
�
ま
た
、
本
件
事
故
は
被
告

の
一
方
的
な
過
失
に
よ
り
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
失
内
容
は
前
方

注
意
義
務
違
反
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

極
め
て
危
険
な
行
為
で
は
あ
り
、
か
つ

自
動
車
運
転
者
の
過
失
と
し
て
は
、
も

っ
と
も
基
本
的
な
注
視
義
務
に
違
反
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
�
前
掲
証
拠
に

よ
り
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
被
告
が
前

方
注
視
義
務
を
怠
っ
た
の
は
路
傍
の
客

ら
し
い
人
影
に
気
を
と
ら
れ
て
の
結
果

で
あ
る
こ
と
、
�
被
告
本
人
尋
問
の
結

果
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
原

告
会
社
で
は
一
日
当
た
り
水
揚
げ
三
万

三
〇
〇
〇
円
、
走
行
距
離
三
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
従
業
員
の
努
力
目
標
と
し

て
い
る
こ
と
、
勤
務
は
隔
日
勤
務
で
実

働
一
六
時
間
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
被

告
は
水
揚
げ
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
歩

合
給
で
あ
っ
た
こ
と
の
諸
点
を
併
せ
考

え
れ
ば
、
原
告
が
本
件
交
通
事
故
に
よ

っ
て
蒙
っ
た
全
損
害
を
被
告
に
請
求
す

る
こ
と
は
、
使
用
者
と
の
被
用
者
の
負

担
の
公
平
の
見
地
や
、
そ
の
関
係
を
規

制
す
る
信
義
則
に
照
ら
し
許
さ
れ
な
い

と
こ
ろ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
、

「
以
上
の
諸
事
情
を
考
慮
し
、損
害
の
公

平
な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら
信
義
則
上

相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
原
告

か
ら
被
告
に
対
す
る
求
償
及
び
損
害
賠

償
を
請
求
し
得
る
限
度
は
、
三
〇
万
円

を
も
っ
て
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

と
、
約
三
〇
％
弱
程
度
の
損
害
の
求
償

を
命
じ
た
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
八
日

高
知
地
裁
判
決
、
三
里
ハ
イ
ヤ
ー
事
件
、

交
民
集
一
七
巻
三
号
八
七
九
頁
）。

十一
従
業
員
の
起
こ
し
た
交
通
事
故
の
損

害
賠
償
を
し
た
運
送
会
社
が
、
従
業

員
に
対
し
求
償
請
求
し
た
場
合
に
、

運
転
の
目
的
、
加
害
車
が
私
用
車
で

あ
っ
た
こ
と
、
厳
し
い
労
働
条
件
の

も
と
働
い
て
い
た
こ
と
、
従
業
員
本

人
も
損
害
の
賠
償
を
し
て
い
る
こ
と
、

従
業
員
本
人
の
過
失
の
程
度
な
ど
を

総
合
し
て
、
会
社
が
支
払
っ
た
損
害

賠
償
の
う
ち
過
失
相
殺
後
の
損
害
額

か
ら
自
賠
責
保
険
を
差
し
引
い
た
残

額
の
う
ち
四
割
相
当
額
の
請
求
を
認

め
た
事
例

本
件
は
、
使
用
者
（
運
送
会
社
）
が
、

従
業
員
の
惹
起
し
た
交
通
事
故
に
関
し

支
払
っ
た
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
退
職

し
た
従
業
員
に
対
し
求
償
請
求
し
た
事

案
で
あ
る
。

本
件
交
通
事
故
は
、被
告（
従
業
員
）

が
、
原
告
（
会
社
）
の
業
務
遂
行
中
、

本
件
事
故
現
場
の
交
差
点
を
右
折
す
る

に
あ
た
り
、
安
全
確
認
を
怠
っ
た
過
失

に
よ
り
惹
起
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

被
告
は
民
法
七
〇
九
条
に
よ
り
、
原
告

は
同
法
七
一
五
条
一
項
に
よ
り
、
被
害

者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を

負
っ
て
お
り
、
会
社
の
損
害
賠
償
は
、

約
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
こ
の
金
額
を

原
告
会
社
は
被
告
従
業
員
に
対
し
求
償

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、従
業
員
側
は
、「
原
告

は
貨
物
運
送
と
い
う
危
険
な
業
務
で
利

益
を
得
て
い
る
会
社
で
あ
り
、
危
険
防

止
の
た
め
被
用
者
に
対
し
て
適
正
な
労

務
管
理
を
行
い
、
事
故
防
止
の
た
め
に

万
全
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、

前
日
か
ら
の
長
距
離
運
転
と
荷
物
の
積

み
降
ろ
し
な
ど
で
心
身
と
も
に
極
め
て

疲
労
し
て
お
り
、
す
で
に
当
日
ま
で
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
仕
事
を
終
え
て

帰
宅
し
よ
う
と
し
て
い
た
被
告
に
対
し
、

平
塚
市
ま
で
他
の
社
員
を
迎
え
に
行
く

よ
う
指
示
し
、
そ
の
帰
路
に
本
件
事
故

が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

過
酷
な
労
働
条
件
の
下
に
稼
働
し
て

い
た
被
告
に
対
し
、
原
告
が
求
償
を
求

め
る
こ
と
は
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
。」

と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
裁
判
所
は
、「
以
上
認
定

の
事
実
関
係
、
こ
と
に
、
本
件
事
故
は
、

被
告
が
前
日
深
夜
か
ら
の
運
送
業
務
を

終
え
た
後
、
た
ま
た
ま
営
業
所
に
居
合

わ
せ
た
従
業
員
の
中
か
ら
上
司
に
選
ば

れ
て
出
掛
け
た
際
の
事
故
で
あ
る
こ
と
、

被
告
は
、
上
司
か
ら
社
用
車
で
出
掛
け

る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
私
用
車
で
あ
る
加
害
車
両
を
乗
り
出

し
た
こ
と
、
そ
の
際
、
上
司
が
加
害
車

両
で
の
出
発
を
黙
認
し
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
、
被
告
は
、
原
告
に
お
い

て
相
当
程
度
に
厳
し
い
労
働
条
件
の
も

と
に
働
い
て
お
り
、
本
件
事
故
当
日
も

前
日
深
夜
か
ら
の
労
働
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
車
中
で
の
約
五
時
間
の
仮
眠
以
外

ほ
と
ん
ど
休
憩
を
取
ら
な
い
で
稼
働
し

て
い
た
こ
と
、
被
告
は
、
被
害
者
に
対

し
、
原
告
と
は
別
に
損
害
の
賠
償
を
し

て
い
る
こ
と
、
本
件
事
故
に
お
け
る
被

告
の
過
失
の
程
度
な
ど
を
総
合
す
る
と
、

原
告
の
求
償
権
行
使
は
、
原
告
が
被
害
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者
に
支
払
っ
た
損
害
賠
償
の
う
ち
、
過

失
相
殺
後
の
損
害
額
（
二
一
三
万
六
八

八
四
円
）
か
ら
自
賠
責
保
険
金
（
五
〇

万
三
二
八
三
円
）
を
差
し
引
い
た
残
額

一
六
三
万
三
六
〇
一
円
（
証
拠
略
）
の

内
四
割
に
あ
た
る
六
五
万
三
四
四
〇
円

を
限
度
と
し
、
こ
れ
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
は
権
利
の
濫
用
に
あ
た
り
許
さ

れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」（
平
成
七
年
三
月
二
七
日
横
浜
地

裁
判
決
、
東
井
運
輸
事
件
、
交
民
集
二

八
巻
二
号
四
八
八
頁
）
と
判
示
し
た
。

十二
長
距
離
運
送
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が

眠
気
に
よ
る
運
転
の
誤
り
で
起
こ
し

た
事
故
に
つ
き
、
会
社
か
ら
従
業
員

た
る
運
転
手
に
対
す
る
求
償
を
、
労

務
管
理
の
不
備
等
を
理
由
に
五
〇
パ

ー
セ
ン
ト
減
じ
た
事
例

本
件
の
被
告
は
、
運
送
業
を
営
む
原

告
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
自
動
車
運
転
手

と
し
て
業
務
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
本
件
事
故
は
、
原
告
会
社
の

業
務
と
し
て
原
告
会
社
所
有
の
貨
物
自

動
車
を
被
告
従
業
員
が
運
転
し
て
進
行

中
、
先
行
し
て
い
た
小
型
貨
物
自
動
車

の
後
部
に
自
動
車
前
部
を
衝
突
さ
せ
、

右
小
型
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
い
た

被
害
者
に
対
し
、
全
治
二
六
〇
日
を
要

す
る
傷
害
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
故
は
、「
被
告
が
被
害
車
と
の

間
に
十
分
な
車
間
距
離
を
保
た
ず
、
先

行
し
て
い
た
際
、
眠
気
が
さ
し
て
操
作

を
誤
り
運
転
し
た
た
め
、
被
害
者
は
徐

行
し
た
り
急
停
車
し
た
り
等
し
な
い
で

同
一
速
度
で
進
行
し
て
い
た
の
に
、
追

突
し
た
と
い
う
被
告
の
過
失
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。」と
認
定
さ
れ
た
。

こ
の
事
故
の
損
害
に
つ
い
て
、
使
用
者

で
あ
る
原
告
が
損
害
金
の
う
ち
実
際
に

支
払
っ
た
八
〇
万
円
余
に
つ
い
て
求
償

し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
、原
告
側
は
、「
本
件

事
故
は
、
原
告
代
表
者
が
被
告
に
対
し

十
分
な
休
息
時
間
を
与
え
な
い
で
就
労

さ
せ
た
労
務
管
理
上
の
過
失
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
に
対

す
る
求
償
額
を
定
め
る
に
つ
い
て
斟
酌

さ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
主
張
し
た
。

裁
判
所
は
、「
原
告
は
本
件
事
故
当
時

約
六
〇
台
の
自
動
車
（
牽
引
車
二
台
は
、

一
台
を
二
台
分
に
数
え
る
。）を
有
し
て

い
た
の
に
運
転
手
は
五
〇
人
位
し
か
い

な
か
っ
た
こ
と
、
夜
行
長
距
離
運
送
業

務
は
、
日
中
仕
事
を
し
た
者
が
乗
務
し
、

し
か
も
夜
行
で
ト
ン
ボ
返
り
（
往
復
合

わ
せ
て
二
夜
連
続
乗
務
と
な
る
。）し
た

場
合
で
も
、
勤
務
時
間
中
に
帰
社
す
れ

ば
そ
の
日
の
運
転
業
務
に
従
事
さ
せ
て

い
た
こ
と
、
被
告
の
給
与
は
日
給
で
、

通
常
長
距
離
乗
務
の
手
当
（
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
当
り
七
円
と
食
事
代
四
食
分
計

八
〇
〇
円
）
を
含
め
て
一
カ
月
金
六
万

円
程
度
の
低
い
収
入
で
あ
っ
た
こ
と
、

原
告
は
加
害
車
に
任
意
保
険
を
付
し
て

損
害
を
カ
バ
ー
で
き
た
の
に
こ
れ
を
怠

り
、
任
意
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
原
告
は
現
在
も
運
送
業
務
を

相
当
の
規
模
で
営
ん
で
い
る
こ
と
、
本

件
加
害
車
に
は
仮
眠
用
の
寝
台
が
つ
い

て
い
る
が
狭
い
も
の
で
あ
る
こ
と
等
の

事
実
が
認
め
ら
れ
、
又
本
件
事
故
の
主

因
が
眠
気
に
よ
る
運
転
の
誤
り
に
よ
っ

て
生
じ
た
こ
と
前
認
定
の
と
お
り
で
あ

る
。以

上
の
事
実
を
総
合
（
特
に
本
件
事

故
の
主
因
が
眠
気
を
生
じ
た
点
に
あ
る

が
、
こ
れ
は
原
告
の
前
認
定
の
労
務
管

理
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
、
原
告

は
相
当
の
規
模
の
運
送
業
者
で
あ
る
の

に
、
被
告
は
当
時
月
六
万
円
程
度
の
収

入
で
あ
っ
た
こ
と
）
す
る
と
、
原
告
の

被
告
に
対
す
る
求
償
は
、
過
失
の
内
容
、

報
酬
責
任
の
原
理
か
ら
、
そ
の
五
割
を

削
減
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
昭
和

四
九
年
八
月
七
日
長
崎
地
裁
佐
世
保
支

部
判
決
、
佐
世
保
陸
運
事
件
、
交
民
集

七
巻
四
号
一
一
一
一
頁
）
と
判
示
し
た
。

最
近
、「
使
用
者
に
は
雇
用
継
続
義
務
が

あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
学
説
上
唱
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
改
正
労
働
契
約
法
に
よ

っ
て
、
有
期
雇
用
者
に
つ
い
て
、
無
期
雇
用

転
換
申
込
権
が
付
与
さ
れ
、
有
期
労
働
契
約

を
更
新
し
て
、「
通
算
契
約
期
間
」が
「
五
年

を
超
え
る
労
働
者
」が
五
年
目
の
契
約
の「
満

了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
労
務
が
提
供
さ
れ
る

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
締
結
の
申
込

み
を
し
た
と
き
は
、
使
用
者
は
当
該
申
込
み

を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
」（
同
法
第
一
九

条
）
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

民
法
に
よ
れ
ば
、「
雇
用
の
期
間
を
定
め
な

か
っ
た
と
き
は
、
各
当
事

者
は
い
つ
で
も
解
約
の
申

し
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で

き
」、「
二
週
間
経
過
」
す

る
と
雇
用
は
満
了
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
労
基
法
で

こ
の
二
週
間
が「
三
〇
日
」

と
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
原
則
に
つ
い
て
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

む
し
ろ
、
民
法
で
は
、「
雇
用
期
間
を
定
め

た
」
場
合
の
方
が
、「
や
む
を
得
な
い
事
由
」

を
雇
用
期
間
中
の
契
約
解
除
要
件
と
し
、
原

則
と
し
て
解
雇
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
現
行
労
契
法
第
一
七
条
一
項
も
同
様
に

雇
用
期
間
中
の
解
雇
を
原
則
と
し
て
禁
止
し

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
改
正
法
で
何
時
で
も

解
雇
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
無
期
契
約
へ
の

転
換
が
な
ぜ
法
定
化
さ
れ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
わ
が
国
の
判
例
で
は
、
労
働
者

を
期
間
の
定
め
な
く
い
っ
た
ん
雇
用
す
る
と
、

使
用
者
に
は
、
労
働
能
力
、
従
事
業
務
等
に

つ
い
て
特
定
し
た
専
門
職
や
管
理
職
と
し
て

の
雇
用
で
な
い
以
上
、
雇
用
契
約
の
目
的
を

達
し
な
い
能
力
不
足
、
協
調
性
欠
如
、
業
務

態
度
不
良
や
秩
序
違
反
等
に
つ
い
て
も
、「
解

雇
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
生
活
の
基
盤
を
覆

滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
勤
務
成
績
や

能
率
が
不
良
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
解

雇
す
る
場
合
に
は
、
使
用
者
に
お
い
て
そ
の

是
正
の
た
め
の
努
力
を
し
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
是
正
さ
れ
ず
、
な
お
そ
の
従
業
員
を

職
場
か
ら
排
除
し
な
け
れ
ば
適
正
な
経
営
秩

序
が
保
た
れ
な
い
場
合
に
初
め
て
解
雇
が
許

さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」（
昭
和
五

八
年
一
二
月
一
四
日
東
京
地
裁
決
定
、リ
オ
・

テ
イ
ン
ト
・
ジ
ン
ク
事
件
等
）
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
正
社
員
と
し
て
期
間
の
定
め

の
な
い
雇
用
は
新
規
学
卒
者
の
定
期
採
用
中

心
で
、
企
業
内
で
育
成
し
て
雇
用
を
継
続
す

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
だ
か
ら
、
労
働

能
力
、
協
調
性
、
勤
務
成
績
不
良
と
い
っ
た

場
合
で
も
、
注
意
、
指
導
に
よ
り
矯
正
し
、

そ
れ
で
も
そ
の
是
正
が
期
待
し
が
た
い
と
い

う
場
合
に
、
解
雇
は
、「
最
後
の
手
段
」と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、「
雇
用
期
間
」を
定
め
た
雇
用
の

場
合
に
は
、
そ
の
期
間
が
満
了
す
る
と
そ
れ

以
上
の
雇
用
継
続
義
務
は
な
く
、
雇
用
は
終

了
す
る
。
期
待
し
た
業
務
遂
行
能
力
が
な
い

場
合
に
は
、
期
間
満
了
に
よ
り
終
了
し
、
そ

れ
以
上
の
雇
用
継
続
義
務
は
な
い
。
こ
こ
に
、

「
期
間
を
定
め
た
雇
用
」
の
存
在
意
義
と
必

要
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
期
間
雇
用
に
つ
い
て
も
更

新
を
重
ね
て
い
く
と
、
次
期
更
新
の
期
待
が

次
第
に
高
ま
り
、
雇
用
継
続
義
務
が
生
ず
る

よ
う
に
な
り
、
無
期
転
換
権
が
発
生
し
、
そ

う
な
る
と
解
雇
が
事
実
上
制
限
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
無
期
転
換
の
効
力
が
威
力
を
発
揮
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
間
違
っ
て
な
ら

な
い
の
は
、「
雇
用
継
続
義
務
」と
い
う
労
働

契
約
上
の
義
務
が
使
用
者
に
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
使
用
者
の
解
雇
権
の

行
使
に
あ
た
っ
て
の
解
雇
権
濫
用
の
観
点
か

ら
の
規
制
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

使
用
者
に
雇
用
継
続
義
務

が
あ
る
か弁

護
士

安
西

�

―２４―



県
内
に
工
場
等
の
建
設
を
予
定

さ
れ
て
い
る
企
業
の
皆
様
へ

女
性
活
躍
推
進
・
働
き
方
見
直
し

の
た
め
の
「
管
理
職
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
！

「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
サ
イ
ト
」
オ
ー
プ
ン

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

ア
ニ
玉
祭
（
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
ま
つ

り
in
埼
玉
）
を
初
開
催
し
ま
す
！

「
彩
の
国
は
た
ら
く
情
報
館
」

で
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
に
よ
る
発

信
を
始
め
ま
し
た
！

県
で
は
、
県
内
に
工
場
等
を
建
設
し
、

操
業
す
る
場
合
に
、
当
該
土
地
・
建
物
に

係
る
不
動
産
取
得
税
に
相
当
す
る
額
の
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件
、
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

�
県
補
助
金
の
補
助
要
件
等

埼
玉
県
産
業
立
地
促
進
補
助
金
で
検
索

ま
た
は

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
subsidy.htm

l

�
県
内
市
町
の
企
業
立
地
優
遇
制
度

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
shichouson-ricchi-incentive.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課
総
務
・
立
地
窓
口
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
０
）

県
で
は
、
女
性
の
力
で
県
内
経
済
を
元

気
に
す
る
「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、「
管
理
職

向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
ま
す
。

従
業
員
が
さ
ら
に
力
が
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

人
材
育
成
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
そ
う
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
す
。
管
理
職
研
修
と
し
て
も
是
非

御
利
用
く
だ
さ
い
！

日
時
�
平
成
２５
年
１０
月
２４
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
�
久
喜
菖
蒲
工
業
団
地

会
議
室

テ
ー
マ
�
「
女
性
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
育
成
」

講
師
�
�
松
和
子
氏（
公
益
財
団
法
人
２１

世
紀
職
業
財
団

事
務
局
長
）

詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
kanrishokum

uke-w
orkshop.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
５
）

埼
玉
県
経
営
者
協
会
な
ど
県
内
経
済
団

体
と
県
は
共
同
で
「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
浸
透
を
図
る
た

め
の
総
合
サ
イ
ト
「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
サ
イ
ト
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

働
く
女
性
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
企
業
に

お
け
る
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
の
取
組
事

例
、
企
業
の
女
性
活
躍
の
成
功
事
例
な
ど

女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
会
員
企
業
の
皆
様
も
御
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ

さ
い
。

�
主
な
内
容

・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
ご
紹
介
〜
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
な
ど
で
が
ん
ば
る
女
性
、

男
性
を
紹
介

・
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
Ｔ
Ｖ
〜
成
功
し
て
い

る
企
業
の
経
営
者
の
声
を
動
画
で
紹
介

・
男
性
の
働
き
方
見
直
し
倶
楽
部
〜
働
き

方
を
見
直
し
た
企
業
の
実
践
事
例
を
紹

介
・
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
の
検
索
〜
働

き
や
す
い
企
業
を
簡
単
に
検
索
で
き
ま

す
�
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ

http
://saitam

a-w
om
eno

m
ics.info/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
５
）

県
で
は
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
労
働

関
係
の
身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り

良
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
御
参
加
く

だ
さ
い
。

�
日
程

�
熊
谷
会
場

９
月
２５
日
�
、
２７
日
�
、

１０
月
２
日
�
、
１１
日
�

�
所
沢
会
場

１０
月
１６
日
�
、
１８
日
�
、

２３
日
�
、２５
日
�
、３０
日
�

	
戸
田
会
場

１０
月
１７
日
�
、
３１
日
�
、

１１
月
７
日
�



八
潮
会
場

１１
月
７
日
�
、
８
日
�

�
寄
居
会
場

１１
月
１３
日
�

�
草
加
会
場

１１
月
１５
日
�

い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
午
後
６
時
３０

分
〜
午
後
８
時
３０
分

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/rodo
sem
inar/

１２
月
以
降
の
講
座
も
順
次
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

労
働
福
祉
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
開
館
２５
周
年
を

記
念
し
て
、
埼
玉
ゆ
か
り
の
ア
ニ
メ
・
マ

ン
ガ
に
関
連
し
た
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
、「
ア

ニ
玉
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。「
あ
の
日
見

た
花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。」

や
「
ら
き
☆
す
た
」、「
神
様
は
じ
め
ま
し

た
」
な
ど
県
内
が
舞
台
モ
デ
ル
地
と
な
っ

た
作
品
を
中
心
に
集
ま
り
ま
す
。

開
催
日
�
平
成
２５
年
１０
月
１９
日

、２０
日
�

会
場
�
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容
�
コ
ン
サ
ー
ト
、
グ
ッ
ズ
販
売
、
コ

ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、
痛
車
展
示
、
メ

イ
ド
カ
フ
ェ
、
ア
ニ
メ
の
聖
地
サ
ミ
ッ

ト
等

入
場
料
�
無
料
（
１０
月
２０
日
大
ホ
ー
ル
コ

ン
サ
ー
ト
を
除
く
）

主
催
�
埼
玉
県
、
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
５
５
）

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://anitam

asai.jp/index.htm
l

〜
動
画
掲
載
企
業
募
集
は
間
も
な
く
締
め

切
り
ま
す
〜

県
の
職
業
訓
練
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関

す
る
情
報
サ
イ
ト「
彩
の
国
は
た
ら
く
情
報

館
」（http

://w
w
w
.ecity.ne.jp/hataraku/

）

で
は
、Tw

itter

及
びFacebook

に
よ
る

情
報
発
信
を
７
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

県
内
の
職
業
訓
練
・
研
修
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
等
を
随
時
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

是
非
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
県
内
中
小
企
業
を
就

職
活
動
中
の
学
生
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

同
企
業
の
製
造
・
販
売
現
場
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
実
習
場
面
な
ど
を
動
画
に
撮
影

し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

間
も
な
く
募
集
定
員
に
達
し
ま
す
の
で
、

自
社
の
動
画
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
hataraku-dougakigyou-bosyu.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
７
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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第
４
回
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ

ミ
ッ
ト
開
催

経
団
連
は
７
月
３１
日
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
に
お
い
て
、
第
４
回
ア
ジ
ア
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
。
ア

ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、
経
団

連
が
提
唱
し
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、

２
０
１
０
年
以
降
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

当
日
は
、
ア
ジ
ア
９
カ
国
・
地
域
か
ら
１１

の
経
済
団
体
が
参
加
。
経
団
連
か
ら
は
、

米
倉
弘
昌
会
長
を
は
じ
め
、
川
村
隆
副
会

長
、
坂
根
正
弘
副
会
長
、
中
村
芳
夫
副
会

長
・
事
務
総
長
が
参
加
し
た
。
ア
ジ
ア
経

済
界
の
首
脳
た
ち
は
終
日
、
地
域
経
済
統

合
、
金
融
協
力
と
財
政
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
環
境
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
人
口
動
態
の
変
化
な
ど
、
ア
ジ

ア
地
域
経
済
を
め
ぐ
る
重
要
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

■
討
議
の
概
要

討
議
結
果
の
概
要
は
、
以
下
の
６
点
に

集
約
さ
れ
る
。

�
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ａ
Ｐ
）
の
形
成
に
向
け
、
新
た
な
経
済

連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
、
自
由
貿

易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
協
定
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
増
大
、

国
境
を
越
え
た
投
資
の
拡
大
、
非
関
税

障
壁
の
撤
廃
、
知
的
財
産
権
保
護
の
強

化
な
ど
を
実
現
し
、
地
域
協
力
を
促
進

す
る
。

�
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
金
を
必

要
と
す
る
企
業
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
な
市
場
を
ア
ジ
ア
域

内
に
構
築
す
る
た
め
協
力
を
加
速
す
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
信
用
保
証
・
投
資

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
（
Ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
）
の
一

層
の
活
用
と
、
ア
ジ
ア
債
券
市
場
育
成

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
の
推

進
を
求
め
る
。

�
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
負
荷
の
低
い
都

市
開
発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
石
燃
料
の
効
率

的
利
用
な
ど
、
環
境
に
優
し
い
技
術
、

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
普
及
に
共

同
で
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る

た
め
の
体
制
を
強
化
す
る
。
２
０
２
０

年
か
ら
の
発
効
が
目
指
さ
れ
て
い
る
温

暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み
に
つ
い
て
、

す
べ
て
の
主
要
排
出
国
が
責
任
を
も
っ

て
参
画
す
る
公
平
か
つ
効
果
的
な
国
際

枠
組
み
の
構
築
に
協
力
す
る
。

�
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
を
加
速
す
る
た

め
、
政
府
調
達
制
度
の
改
善
と
、
イ
ン

フ
ラ
関
連
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
）
を
促
進
す
る
法
整
備
を
求

め
る
。
特
に
、
環
境
負
荷
や
耐
久
性
な

ど
の
非
価
格
要
素
を
よ
り
効
果
的
に
評

価
す
る
入
札
制
度
の
整
備
を
求
め
る
。

�
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
の
各
エ
コ

ノ
ミ
ー
間
で
高
度
人
材
の
交
流
や
ア
ジ

ア
の
機
関
に
よ
る
共
同
研
究
開
発
を
奨

励
す
る
。
ア
ジ
ア
の
各
エ
コ
ノ
ミ
ー
間

で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
技
術
移
転
や
製
品

流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
内
の
規

格
の
統
一
化
と
調
和
を
求
め
る
。

�
人
口
動
態
の
変
化
に
よ
る
社
会
保
障
費

の
増
大
や
若
年
者
雇
用
問
題
な
ど
の
負

の
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、
教
育
訓

練
を
通
じ
た
人
的
資
本
の
強
化
、
経
済

成
長
を
加
速
す
る
新
技
術
の
導
入
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
向
け
、
効
果

的
な
手
段
を
取
る
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
規
制
改
革
を
行
い
、
医
療
従
事

者
・
介
護
従
事
者
の
国
境
を
越
え
る
移

動
制
限
を
取
り
除
き
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ

ク
タ
ー
に
お
け
る
人
材
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
解
決
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
共
同
声
明
を
採
択

会
議
の
最
後
に
は
、
討
議
の
内
容
に
沿

っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
共
同
声
明
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
共
同
声
明
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.keidanren.

or.jp/policy/2013/074.htm
l

）
に
掲
載
。

参
加
し
た
経
済
団
体
は
、
共
同
声
明
に

基
づ
き
、各
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
当
局
に
提
言
・

働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
経

団
連
と
し
て
も
、
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

サ
ミ
ッ
ト
の
提
唱
団
体
と
し
て
、
引
き
続

き
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

自
ら
率
先
し
て
、
共
同
声
明
に
基
づ
い
た

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

◇

◇

◇

次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
比
日
経
済
委
員

会
（
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
）
が
ホ
ス
ト
と
な

り
、
来
年
の
し
か
る
べ
き
時
期
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

女
性
活
躍
支
援
・
推
進
等
に
関
す

る
二
つ
の
実
態
調
査
結
果
を
公
表

―
回
答
企
業
の
９
割
が
女
性
活
躍
支

援
や
推
進
の
取
り
組
み
実
施
／
３

割
が
女
性
役
員
を
登
用

経
団
連
は
、
会
員
企
業
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
支
援
や
推
進
等
に
関
す
る
二
つ
の

実
態
調
査
を
実
施
し
、
７
月
２９
日
に
公
表

し
た
。

経
団
連
で
は
か
ね
て
女
性
の
活
躍
推
進

に
関
わ
る
各
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

実
態
把
握
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年

４
月
１９
日
に
安
倍
首
相
か
ら
経
済
界
に
対

し
、�「
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割

合
が
２
０
２
０
年
で
３０
％
」
と
す
る
政
府

目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
全
上
場
企
業
に

お
い
て
積
極
的
に
役
員
・
管
理
職
に
女
性

を
登
用
す
る
と
と
も
に
、
役
員
に
１
人
は

女
性
を
登
用
す
る
こ
と
�
育
児
休
業
等
の

取
得
を
希
望
す
る
社
員
に
は
子
ど
も
が
３

歳
に
な
る
ま
で
そ
れ
ら
を
取
得
し
や
す
い

よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

の
要

請
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、首
相
要
請
に
関

わ
る
事
項
に
つ
い
て
追
加
調
査
を
行
っ
た
。

各
調
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
「
女
性
活
躍
支
援
・
推
進
等
に
関
す
る

調
査
」

女
性
の
活
躍
支
援
や
推
進
に
関
わ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
９０
・
６
％
（
３
０
７

社
）
の
企
業
が
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
目

的
と
し
て
は
「
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
定

着
の
た
め
」
と
の
回
答
が
多
い
。
具
体
的

に
は
、
育
児
・
介
護
に
関
わ
る
諸
制
度（
法

定
を
上
回
る
も
の
）
や
「
キ
ャ
リ
ア
支
援

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
」「
各
種
サ

ポ
ー
ト
制
度
の
情
報
提
供
」
と
の
回
答
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
取
り
組

み
状
況
や
計
画
等
を
自
主
的
に
公
表
し
て

い
る
企
業
は
５７
・
２
％
（
１
９
４
社
）
で
、

主
な
公
表
項
目
は
「
女
性
従
業
員
数
ま
た

は
比
率
」「
女
性
管
理
職
数
ま
た
は
比
率
」

で
あ
る
。

■
「
女
性
活
躍
支
援
・
推
進
等
に
関
す
る

追
加
調
査
」

女
性
役
員
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
３０
・

７
％
の
企
業
（
１
０
７
社
）
に
女
性
役
員

が
登
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
約
３
分

の
１
の
企
業
（
３７
社
）
で
は
複
数
の
女
性

役
員
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
８９
・
１

％
の
企
業
（
３
１
０
社
）
で
女
性
が
管
理

職
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。

育
児
休
業
制
度
に
関
し
て
は
、
６４
・
１

％
の
企
業
（
２
２
３
社
）
が
法
定
を
上
回

る
措
置
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、

子
ど
も
が
３
歳
に
な
る
ま
で
（
子
ど
も
が

３
歳
以
上
も
含
む
）
の
育
児
休
業
期
間
を

設
定
し
て
い
る
企
業
は
３６
・
３
％（
８１
社
）

で
、
回
答
企
業
全
体
の
２３
・
２
％
に
当
た

る
。
ま
た
、
短
時
間
勤
務
制
度
に
関
し
て

法
定
を
上
回
る
措
置
を
実
施
し
て
い
る
企

業
は
７１
・
３
％
（
２
４
８
社
）
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
企
業
（
９６
・
８
％
、
２
４
０

社
）
が
３
歳
ま
で
と
い
う
法
定
の
期
間
を

超
え
る
期
間
の
利
用
を
可
能
と
す
る
制
度

を
整
備
し
て
い
る
。
な
お
、「
女
性
の
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
観
点
か
ら
は
、
育
児
休
業

期
間
の
延
長
よ
り
も
育
児
を
し
な
が
ら
働

く
環
境
整
備
が
重
要
」
と
の
意
見
も
散
見

さ
れ
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。

※
Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://w
w
w
.keidanren.or.

jp/policy/2013/072.pdf

※
Ｕ
Ｒ
Ｌ
�http

://w
w
w
.keidanren.or.

jp/policy/2013/073.pdf

（
追
加
調
査
）

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 八

月
一
日
〜
九
月
二
十
四
日

◆
八
・
二

第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
八
・
六
〜
七

第
一
回
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
一

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
二

第
三
四
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
二
回
集

合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
六

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
七

第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
九
・
二

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
九
・
四

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
九
・
五

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
九
・
六

第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
九
・
一
八

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
一
講
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
九

小
笠
原
洋
上
研
修
第
三
回
集
合
研
修（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
四

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

脅
威
な
異
常
気
象
続
き
で
、
今
年
の

夏
は
熱
中
症
に
悩
ま
さ
れ
た
方
も
多
か

っ
た
よ
う
だ
。

▼
全
国
か
ら
４
０
０
０
校
近
い
参
加
が

あ
っ
た
夏
の
高
校
野
球
も
、

春
選
抜
で
優
勝
し
た
浦
和
学

院
に
期
待
が
多
か
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
初
戦
で
敗
退
し

て
し
ま
っ
た
。

優
勝
は
初
出
場
・
初
優
勝

の
前
橋
育
英
と
な
っ
た
が
、

灼
熱
の
球
場
で
暑
さ
に
負
け

ず
、
最
後
ま
で
集
中
力
を
保

ち
勝
利
を
掴
ん
だ
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
・
凄
い
。
長
い

期
間
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
維
持

は
並
大
抵
で
は
な
い
か
ら
だ
。

埼
玉
県
勢
の
来
年
の
活
躍

に
期
待
し
よ
う
！

▼
さ
て
、
最
近
Ｔ
Ｖ
で
話
題

沸
騰
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
ド

ラ
マ
が
あ
る
。

関
西
で
３２
・
８
％
、
関
東
で
も
２９
％

の
高
視
聴
率
を
記
録
し
た「
半
沢
直
樹
」

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
の
番
組
で
、『
倍
返
し
！
』

と
い
う
言
葉
が
今
年
の
流
行
語
大
賞
の

候
補
に
も
既
に
あ
が
っ
て
い
る
。
メ
ガ

バ
ン
ク
を
舞
台
と
し
た
内
容
で
、
初
回

か
ら
見
て
い
る
が
「
実
に
面
白
い
」
の

一
言
で
あ
る
。

・
あ
ん
な
事
を
本
気
で
上
司
に
言
え
た

ら
、
実
に
気
持
ち
い
い
よ
な
！

・
ど
こ
の
企
業
に
も
派
閥
っ
て
あ
る
ん

だ
ね
！

・
上
司
っ
て
、
良
い
と
こ
取
り
す
る
よ

な
！
部
下
の
功
績
は
全
て
自
分
の
も

の
に
し
て
さ
！

・
企
業
の
裏
面
で
は
、
策
略
に
動
く
輩

が
存
在
し
て
い
る
ん
だ
ね
！

・
同
期
の
桜
で
信
頼
が
出
来
る
仲
間
が

居
る
っ
て
幸
せ
だ
よ
ね
！

・
女
房
に
理
解
力
が
あ
っ
て
く
れ
る
と
、

男
も
有
難
い
よ
な
！

な
ど
な
ど
。

「
半
沢
直
樹
」
の
ド
ラ
マ
を
み
た

知
人
に
聞
い
て
み
る
と
、
こ

の
様
な
事
が
多
か
っ
た
。

▼
し
か
し
、こ
れ
は
所
詮『
ド

ラ
マ
』
で
あ
り
、
現
実
に
は

通
用
し
な
い
事
は
わ
か
っ
て

い
る
。

そ
の
鬱
憤
（
ウ
ッ
プ
ン
）

を
晴
ら
し
て
く
れ
る
半
沢
に

共
鳴
し
、
自
分
を
ヒ
ー
ロ
ー

に
置
き
換
え
て
い
る
。
だ
か

ら
、
視
聴
率
は
高
い
と
思
わ

れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
生
活

に
お
い
て
も
我
々
も
す
て
た

も
の
で
は
な
い
。
ド
ラ
マ
の

よ
う
に
は
い
か
な
く
て
も
、

家
族
の
た
め
に
イ
ヤ
な
事
で

も
、「
忍
」
の
一
字
で
グ
ッ

と
我
慢
し
な
が
ら
、
理
不
尽
な
こ
と
に

耐
え
、
金
を
稼
い
で
い
る
の
だ
か
ら
。

別
の
観
点
で
は
カ
ッ
コ
イ
イ
ヒ
ー
ロ
ー

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

出
来
得
れ
ば
一
番
妻
や
子
供
に
「
そ

う
思
っ
て
も
ら
い
た
い
」
お
父
さ
ん
達

も
多
い
だ
ろ
う
。

「
本
気
で
逃
げ
ず
に
、
真
正
面
か
ら

立
ち
向
か
う
」
勇
気
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

１１
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」で
す
。

１１
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で
を
労
働
保
険
の

適
用
促
進
強
化
期
間
と
定
め
広
報
活
動
を
全
国
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
「
労
災
保
険
」
と
「
雇
用
保
険
」

の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
し
て
い
る
保
険
制
度
で

あ
り
、
労
働
者
の
業
務
上
・
通
勤
途
上
の
負
傷
や

疾
病
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な
保
険

給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
加
入
の
手
続
を
行

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

加
入
の
手
続
を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
手
続
指
導
及
び
加
入
勧
奨
に
よ
っ
て
も
、

自
主
的
な
加
入
手
続
を
行
わ
な
い
事
業
主
に
対
し

て
は
、
強
制
的
な
加
入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
又
は

公
共
職
業
安
定
所
も
し
く
は
埼
玉
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課（
電
話
０
４
８
―
６
０
０
―
６
２
０
３
）

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

第１９５回ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―２７―



★
第
３４
次
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、
島
内
研

修
日
時

１０
月
３
日
�
〜
８
日
�
５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
現
地
交
歓
会
、
課
外
活
動

ほ
か

研
修
ス
タ
ッ
フ

１０
名

★
平
成
２５
年
度
第
２
回
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

１０
月
２１
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
上
期
活
動
報
告
、
特
別
講
演

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
と
課
題
〜

今
後
の
経
済
情
勢
と
リ
ス
ク
要
因
を

探
る
」

講
師

大
和
総
研
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

熊
谷
亮
丸
氏

★
平
成
２５
年
度
第
３
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
委
員
会

日
時

１０
月
２３
日
�
１３
時
４０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
式
、
基

調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

講
師

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授

佐
藤
博
樹
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

１０
月
２８
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
っ

て
・
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
・
職

場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の

再
確
認
・
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た

め
に
・
職
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
振
り
返
っ
て
・
今
後
の
挑
戦
課
題

と
目
標
設
定
を
考
え
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�

パ
ー
ト
ナ
ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座
第
２

講
日
時

１１
月
６
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
回
復
の
た

め
に

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部

教
授

菰
田

文
男
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
四
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
６
日
�
９
時
３０
分
〜
１８
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育

修
了
式
、
研
修
修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

１１
月
７
日
�

会
場

新
座
総
合
技
術
高
校

内
容

視
察

★
第
７
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

１１
月
２５
日
�
１８
時
〜
２０
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

大
学
生
が
考
え
る
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

施
策
発
表
会

★
平
成
２５
年
度
第
２
回
地
域
社
会
問
題
委
員

会
日
時

１２
月
３
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

★
第
８
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１２
月
５
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

あ
な
た
の
会
社
が
生
き
残
る
た
め
の

最
強
の
リ
ス
ク
管
理

講
師

中
島
経
営
法
律
事
務
所
代
表

弁
護

士
・
弁
理
士

中
島

茂
氏

★
第
９
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１２
月
９
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
社
会
を
変
え

る
〜
混
迷
の
時
代
を
切
り
開
く
真
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

講
師

青
山
社
中
�

代
表
取
締
役

朝
比

奈
一
郎
氏

★
第
２
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

日
時

１２
月
１１
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

高
齢
者
市
場
開
拓
の
視
点
〜
１００
兆
円

市
場
が
求
め
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と

は

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

生
活
研
究

部
門

准
主
任
研
究
員

前
田
展
弘

氏

★
第
１０
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１２
月
１６
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

２
０
１
４
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経

済
を
展
望
す
る

講
師

�
三
菱
総
合
研
究
所

主
席
研
究
員

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

武
田
洋
子

氏

★
第
１１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１２
月
２４
日
�
１４
時
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

な
ぜ
、
あ
の
会
社
は
顧
客
満
足
が
高

い
の
か
〜
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

顧
客
価
値
の
創
造

講
師

武
蔵
大
学
経
済
学
部

教
授

黒
岩

健
一
郎
氏

★
平
成
２６
年
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

平
成
２６
年
１
月
９
日
�
１３
時
３０
分
〜

１６
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
「
人
を
動
か
す
�
ト
ッ
プ
の
流

儀
�
〜
経
営
者
が
学
ぶ
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
大
切
さ
」・
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー

講
師

人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所

代

表

前
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・

ホ
テ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
社
支

社
長

高
野

登
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

埼
玉
・
千
葉

執
行
役
員
埼
玉
・
千
葉
統
括
総
支
配
人

永
関

勲

飯
能
市
平
松
四
七
〇

電
話
〇
四
二
―
九
七
五
―
六
〇
二
一

（
資
）
三
十
六
億
円

（
従
）
七
〇
〇
〇
名

ホ
テ
ル
、
ゴ
ル
フ
場
、
ス
キ
ー
場
等
レ
ジ

ャ
ー
施
設
の
運
営

〈
代
表
者
変
更
〉

�
岡
部
新
電
元

代
表
取
締
役
社
長

笠
原

義
明
（
旧

安
田

浩
二
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
大
宮
支
店

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

藤
田

正
幸
（
旧

吉
岡

善
治
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
春
日
部
支
店

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

小
泉

公
彦
（
旧

藤
田

正
幸
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
上
福
岡
支
店

支
店
長

古
橋

和
男
（
旧

増
田

力
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
口
支
店

支
店
長

中
村

信
也
（
旧

田
中

清
貴
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
越
支
店

常
務
執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

中
尾

安
志
（
旧

村
木

徹
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
久
喜
支
店

支
店
長

福
岡

博
志
（
旧

古
橋

和
男
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
越
谷
支
店

支
店
長

久
保
埜

良
幸
（
旧

中
村

千
春
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
所
沢
支
店

支
店
長

西
村

浩
紀
（
旧

丹
澤

信
夫
）

�
さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

代
表
取
締
役
社
長

水
野

博
人
（
旧

櫻
井

正
彦
）

三
国
サ
ー
ビ
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

カ
リ
ン
・
ド
ラ
ガ
ン（
旧

平
田

雅
一
）

三
国
自
販
機
サ
ー
ビ
ス
�

カ
リ
ン
・
ド
ラ
ガ
ン（
旧

小
暮

信
幸
）

三
国
フ
ー
ズ
�

代
表
取
締
役
社
長

カ
リ
ン
・
ド
ラ
ガ
ン（
旧

嶋
崎

和
政
）

�
三
越
伊
勢
丹

伊
勢
丹
浦
和
店
長

伊
藤

達
哉
（
旧

横
山

淳
）

�
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

代
表
取
締
役

牧
野

達
明
（
旧

茂
木

義
之
）

〈
社
名
変
更
〉

ア
ズ
ビ
ル
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
�
埼
玉
工
場

（
旧

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
�
埼
玉
工
場
）

�
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

（
旧

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
�
浦
和
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
）

�
セ
シ
オ

（
旧

新
日
本
セ
シ
オ
�
）
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